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•基幹系電算システムクラウド化事業（新規）　　▶▶▶　　　1,338 万9 千円　
　住民情報、税務情報などの重要な情報を民間企業の堅牢なデータセンターに置くことで、災害時のリスクを減らし、
　24時間常時有人監視によるセキュリティ向上など情報管理の安全性を高めます

民意を取り入れ、行政経営改革を断行します７７

•地域特性進展計画の策定（新規）　　▶▶▶　　　9 万円　
　山田錦・敬老の日・杉原紙の発祥の地である多可町では、3 つの地域特性の発信・
　振興に一体感を持たせ、町名バリューのアップにつなげる中期計画を策定します。
•杉原紙研究所展示・体験工房スペース整備事業（新規）　▶▶▶　　3,023 万円

地域特性を共有化し、町名バリューをアップさせます

•ベビーキープ（乳幼児用チェア）設置事業（新規）　　　▶▶▶　　　25 万6 千円

男女共同参画を促進し人権文化の浸透を図ります

•緊急雇用就業機会創出事業（新規）　　　▶▶▶　　　5,892 万6 千円　
　起業後10年以内の事業所などに委託し、失業者に対する短期の雇用・就業機会を創出・創造する「起業支援型地域雇
　用創出事業」（3,096万 6 千円）と、地域の実情に応じた創意工夫のある多様な人づくりを支援する「地域人づくり事業」
　（2,796万円）を行います。

産業・雇用の創出に地域内経済循環を加えます

•結婚応援事業（継続）　　　▶▶▶　　　155 万円　
　結婚支援として、出会いの機会を提供する事業への支援を継続するとともに、町内の独身男女が集う 「独身クラブ」の
　設立や結婚相談・縁結びサポートを行う「お節介おじさん、おばさん」の集いを運営します。
•認定こども園整備事業（新規）　　　▶▶▶　　　2 億2,109 万円　　
　中区内私立保育所 3園の平成27年 4 月の認定こども園化に向けた施設改修を支援します。

婚活・定住・子育て・教育に力を注ぎます

•地域医療対策の強化（拡充）　　　▶▶▶　　　1,119 万7 千円　　
　多可赤十字病院などの医師確保の支援を継続するとともに、私的二次救急医療機
 　関への助成を行います。
•地域包括ケアネットワーク（継続）　　　▶▶▶　　　30 万円　
　「在宅見守り」や「地域支援」の仕組みづくりを目指して、地域包括ケアネットワー
　クミーティングを各部会ごとに毎月開催するとともに、第 3回地域医療フォーラ
　ムを開催します。

高齢者や障がい者の皆さんに必要な福祉を守ります
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主要施策の事業概要

•本庁舎整備事業（継続）　　　▶▶▶　　　3,685 万円　　
　本庁舎の建設について庁舎等建設基本計画を基に議会との協議を進めます。住民説明会を開催し、住民の合意形成を
　図るとともに庁舎の詳細規模決定のための基本設計を行います。
•橋梁維持事業（新規）　　　▶▶▶　　　1,560 万円　
　平成22年度から実施した橋梁点検結果および平成25年度に策定した橋梁長寿命化修繕計画に基づき、緊急性の高い橋
　梁の修繕を行います。

　新規および拡大を図る予算編成の一部を、多可のまちづくりにおける「７つの政策主張」を基に紹介します。

災害に強い「安全・安心な町」を目指します

2014. 5月号　広報たか2014. 5月号　広報たか3 2

　平成26年度多可町予算は、持続可能な基盤づくりを念頭
に置き、安全・安心と将来を見据えた人づくり・地域づく
りを重点に置き編成しています。
　例年同様に計画的に実施している継続事業や合併特例債
事業を優先的に実施しながら、国の補正予算を有効に活用
し、投資的経費や新規事業を極力抑えた予算としました。

　　　　　　　多可のまちづくり基本指針
　　　　①町政基盤の確立・健全財政の維持
　　　　②住民満足度と幸福度の向上
　　　　③美しく品位ある景観とエコ環境の実現
　　　　④産業連環と 6次産業化（※）の推進
　　　　⑤自治機能の充実と協働のまちづくり
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平成26年度平成26年度
町長が示した新年度の町政施政方針



消防費
514,025千円

4.4%

民生費
3,132,990千円

26.9％

農林水産業費
1,071,999千円

9.2％

土木費
1,146,464千円

9.9％

教育費
1,043,259千円

9.0％

公債費
1,850,583千円

15.9％

災害復旧費 9,000千円 0.1%

諸支出金・予備費 14,814千円 0.1% 議会費 102,282千円 0.9%

商工費
282,655千円 2.4%

労働費 101,456千円 0.9%

衛生費
830,180千円

7.1％

総務費
1,531,893千円

13.2％

190,000千円 1.7%
49,000千円 0.4%

Ⅰ．安全・安心を着実に推進する
　　　　　堅実型予算
Ⅱ．少子・高齢化社会に対応する
　　　　　先行型予算
Ⅲ．あるものを活かして未来を拓く
　　　　　創造型予算

　歳出の中で一番多いのは民生費です。今年度は、中区内
の私立保育所 3 園が幼保連携型認定こども園化を進めるた
めの経費を新規に計上しています。そのほか臨時福祉給付
金や国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療などへの特
別会計への繰出金も含まれます。
　公債費は前年度比で1．9％の減となっています。
　総務費は地域交通対策経費、自主番組制作・放送経費、
むらづくり支援や地域協議会経費、本庁・コミュニティプ
ラザの管理運営費のほか戸籍住民登録や税務関係経費が含
まれます。
　土木費は、アクセス道路整備事業を引き続き計上してい
ます。
　なお松井小学校校舎大規模改造事業経費は、前年度の補
正予算で計上し、今年度実施します。

　歳入は、町税や使用料及び手数料などによる「自主財源」
が全体の34.4%、国や県に頼った「依存財源」が65.6％と本
年度も財源の多くを依存財源が占めています。
　自主財源の中で一番多い町税は、昨年度比で1.5％の減額
を見込んでいます。減額の主な要因は、生産年齢人口の減
少による個人町民税の減少や近年の健康志向から喫煙者の
減少による町たばこ税の減額です。そのほかの自主財源と
しては、繰入金、諸収入、分担金及び負担金などがありま
す。
　依存財源では地方交付税が最も多く、ほかには町債、国
庫支出金などがあります。
　地方交付税は前年度実績と国の財政措置を考慮して、地
方交付税総額として昨年度と同額の48億円を見込んでいま
す。そのほか国からの交付金で自動車取得税交付金は、大
幅な減少を見込んでいます。
　不足する財源については、基金からの繰入金により収支
バランスを図っています。

　平成26年度予算の総額は193億6，151万1千
円で前年度並みとなっています。
　本年度、公営企業法適用である水道事業特
別会計は、簡易水道事業特別会計との統合に
より137．2％と大きな増となっています。
　なおこの統合により簡易水道事業特別会計
は廃止となり、今後も安定した経営基盤の確
立を図ります。　
　一般会計は1．4％の増となりました。
　特別会計は、後期高齢者医療特別会計が医
療費への負担金増により13.2％の増となりま
した。

歳出一般会計▶▶
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安
心
と
信
頼
の　
　

安
心
と
信
頼
の　
　

安
心
と
信
頼
の　
　
　　をつくる　　をつくる　　をつくる

算算

絆絆

予予

幼保連携型認定こども園化に向けての予算を計上

簡易水道特別会計が廃止に

依存財源が全体の65．6％

一般会計▶▶

歳　

入

•
地
方
交
付
税…
財
政
力
に
応
じ
て
国

　

か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

•
町
債…

町
の
借
入
金

•
国
庫
支
出
金…

町
が
行
う
特
定
の
事

　

業
に
対
し
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お

　

金
•
県
支
出
金…

町
が
行
う
事
業
に
対
し

　

て
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

•
繰
入
金…

基
金
の
取
り
崩
し
金
や
ほ

　

か
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
た
お
金

歳　

出

•
議
会
費…

議
会
の
運
営
な
ど
の
経
費

•
総
務
費…

行
政
の
事
務
な
ど
に
関
す

　

る
経
費

・
民
生
費…

障
が
い
者
、
高
齢
者
に
対

　

す
る
福
祉
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
経

　

費
•
衛
生
費…

環
境
保
全
、
疾
病
予
防
、

　

健
康
増
進
な
ど
の
経
費

•
労
働
費…

生
活
資
金
・
住
宅
資
金
制

　

度
へ
の
預
託
金
な
ど
の
経
費

•
農
林
水
産
業
費…

農
林
業
振
興
や
農

　

林
施
設
の
運
営
管
理
な
ど
の
経
費

•
商
工
費…

商
工
業
や
観
光
振
興
な
ど

　

の
経
費

•
土
木
費…

道
路
や
河
川
、
施
設
建
設

　

な
ど
の
経
費

•
消
防
費…

消
防
施
設
整
備
や
消
防
団

　

運
営
な
ど
の
経
費

•
教
育
費…

教
育
や
生
涯
学
習
の
充
実
、

　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

•
公
債
費…

町
の
借
金
な
ど
を
償
還
す

　

る
経
費

•
諸
支
出
金…

ほ
か
の
支
出
科
目
に
含

　

ま
れ
な
い
経
費
を
ま
と
め
た
科
目

•
予
備
費…

予
算
編
成
で
予
期
し
な
か

　

っ
た
支
出
に
対
応
す
る
た
め
の
科
目

•
災
害
復
旧
費…

台
風
や
集
中
豪
雨
に

　

よ
る
被
災
施
設
の
復
旧
な
ど
の
経
費

11,631,600

2,590,375

2,521,000

69,375

264,532

2,284,727

217,016

157,985

17,912

1,308,696

6,841,243

888,668

888,668

19,361,511

11,468,000

2,594,139

2,518,000

76,139

233,595

2,214,545

218,298

156,826

22,822

1,294,077

290,171

7,024,473

374,698

374,698

18,867,171

 163,600

△ 3,764

3,000

△ 6,764

30,937

70,182

△1,282

1,159

△ 4,910

14,619

△290,171

△183,230

513,970

513,970

494,340

1.4

△ 0.1

0.1

 △ 8.9

13.2

3.2

△ 0.6

0.7

△21.5

1.1

△100.0

△ 2.6

137.2

137.2

2.6

一 　 般 　 会 　 計

　　　　　  

　 　 　 　 　  

　　　

後期高齢者医療特別会計

介 護 保 険 特 別 会 計

学校給食事業特別会計

診療所事業特別会計

宅地造成事業特別会計

下水道事業特別会計

簡易水道事業特別会計

特 別 会 計 計

水 道 事 業 特 別 会 計

企 業 会 計 計

合 　 計

会 計 名 H26
Ａ

H25
Ｂ

差　額
Ａ－Ｂ 増減率

説

解

語

用

 依存財源（65.6%）

 自主財源（34.4%）

今年度予算の特徴　　　会計別歳入歳出予算額　　　
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１１６億
３，１６０万円

計

直 営 診 療
施 設 勘 定

事 業 勘 定国民健康保険
特別会計

（単位：千円,％）

町税
1,951,442千円

16.8％

繰入金
1,354,486千円

11.6％

町債
609,000千円

5.2％
県支出金
994,548千円

8.6％

国庫支出金
813,865千円

7.1％

4,800,000千円
41.3％

地方交付税

分担金及び負担金124,128千円 1.1%
使用料及び手数料 180,013千円 1.5%

財産収入 39,568千円 0.3%
寄附金 31,609千円 0.3%

地方譲与税 118,400千円 1.0%

6,400千円 0.1%利子割交付金
13,400千円 0.1%配当割交付金

地方消費税交付金 215,000千円 1.8%

ゴルフ場利用税交付金 24,000千円 0.2%
自動車取得税交付金 23,000千円 0.2%

地方特例交付金 など 13,801千円 0.1%

諸収入
318,940千円 

2.7％

歳出

歳入
１１６億
３，１６０万円



　平成26年度の区長が決まりました。
　よろしくお願いします。（敬称略・○は新任）
　■問合先　地域振興課　☎（32）4779

【
多
可
町
区
長
会
】

会　

長

　

廣
畑　

雅
弘（
丹
治
）

副
会
長

　

𠮷
田　

政
義（
天
田
）

　

門
脇　

敎
藏（
中
野
間
）

【
中　

区
】

会　

長

　

𠮷
田　

政
義（
天
田
）

副
会
長

　

真
鍋　

正
昭（
奥
中
）

代　

表

　

大
西　

忠
義（
曽
我
井
）

　

藤
本　

正
幸（
西
安
田
）

◉
集
落
区
長

　

門　

前　

○
土
田　

章
司

　

安
楽
田　

○
清
水　

俊
博

　

東　

山　
　

松
井　

文
昭

　

田
野
口　

○
吉
田　

隆
夫

　

牧　

野　
　

篠
原　

幸
雄

　

鍛
冶
屋　
　

丸
岡　

重
夫

　

間　

子　
　

迎
山　

明
生

　

岸　

上　
　

安
平　

一
志

　

天　

田　
　

𠮷
田　

政
義

　

高　

岸　

○
藤
浦
弥
宗
次

　

奥　

中　
　

真
鍋　

正
昭

　

徳　

畑　
　

藤
本　

成
彦

　

茂　

利　

○
浦
川　

芳
昭　

　

中
村
町　

○
藤
井　

康
男

　

安　

坂　
　

山
田　

高
裕

　

糀　

屋　
　

藤
原　

龍
一

　

坂　

本　
　

定
本　

勝
也

　

曽
我
井　
　

大
西　

忠
義

　

森　

本　
　

内
橋　

志
郎

　

西
安
田　

○
藤
本　

正
幸

　

中
安
田　

○
笹
倉　

孝
行

　

東
安
田　

○
大
山　

高
弘

【
加
美
区
】

会　

長

　

廣
畑　

雅
弘（
丹
治
）

副
会
長

　

松
本　

高
久（
熊
野
部
）

幹　

事

　

藤
田　

忠
義（
観
音
寺
）

　

藤
本　

典
久（
奥
荒
田
）

◉
集
落
区
長

　

山
寄
上　
　

藤
田　

一
郎

　

鳥　

羽　
　

古
家　

康
吉

　

清　

水　
　

山
口　

達
也

　
　

轟　
　
　

森
本　

寿
文

　

山　

口　
　

内
藤　

義
信

　

西　

山　
　

見
坂　

和
久

　

市　

原　

○
小
野　

博
史

　

丹　

治　
　

廣
畑　

雅
弘

　

大　

袋　
　

藤
田　

信
幸　

　

三　

谷　

○
松
本　

正
和

　

箸　

荷　
　

板
場　

基
司

　

門　

村　
　

田
中　

茂

　

杉　

原　

○
東
田　

壽
雄

　

奥
豊
部　

○
山
尾　

清

　

観
音
寺　
　

藤
田　

忠
義　

　

豊　

部　
　

梅
田　

昌
雄　

 

平
成
26
年
度

多
可
町
消
防
団
役
員

団　

長　

植
山　

保
信

副
団
長　

菅
野　

弘
三

副
団
長　

村
上　

貴
史

副
団
長　

吉
田　

耕
治

副
団
長　

遠
藤　

泰
尚

副
団
長　

山
本　

和
樹

第
1
分
団
長　

木
俣　

健
二

第
2
分
団
長　

井
上　

貴
之

第
3
分
団
長　

寺
尾　

一
彦                          

第
4
分
団
長　

足
立　

雅
幸

第
5
分
団
長　

吉
田　

靖

第
6
分
団
長　

矢
田
部
豊
樹

第
7
分
団
長　

北
藤　

良
介

第
8
分
団
長　

藤
本　

典
久

第
9
分
団
長　

高
田　

義
行

第
10
分
団
長　

松
田　

孝
之

第
11
分
団
長　

小
林　

聖
文　

第
12
分
団
長　

髙
原　

宜
孝

　

各集落区長が決定

一年間お世話になります

　

熊
野
部　

○
松
本　

高
久

　

岩
座
神　

○
木
原　

德
𠮷

　

棚　

釜　
　

溝
垣　

隆
宏

　

多　

田　

○
小
寺　

彌
輝

　

奥
荒
田　

○
藤
本　

典
久

　

的　

場　
　

棚
倉　

尋
之

　

寺　

内　

○
小
林　

均

　

西　

脇　

○
園
田　

利
信

　

山
野
部　

○
藤
田　

利
一

【
八
千
代
区
】

会　

長

　

門
脇　

敎
藏（
中
野
間
）

副
会
長

　

吉
川　

宗
昭（
大
屋
）

　

板
倉　

一
仁（
中
三
原
）

◉
集
落
区
長

　

大　

屋　
　

吉
川　

宗
昭

　

坂　

本　

○
京
崎　

一　

　

中　

村　

○
藤
原　

孝
文

　

横　

屋　
　

𠮷
田　

覺

　

下　

村　

○
上
月　

孝
明

　

門　

田　

○
河
崎　

富
也

　

赤　

坂　
　

小
林　

洋
介

　

俵　

田　
　

小
林　

正
人

　

中
野
間　
　

門
脇　

敎
藏

　

仕
出
原　

○
宮
﨑　

博
行

　

下
野
間　

○
藤
田　

建
三

　

下
三
原　
　

青
位　

正
明

　

柳
山
寺　

○
常
見　

正
夫

　

中
三
原　
　

板
倉　

一
仁　

　

上
三
原　

○
工
古
田
隆
夫

◆
多
可
消
防
署
長　
　

西
田　

藤
一  

   　

副
署
長　
　
　
　

藤
原　

正
勝 

　
　

副
署
長　
　
　
　

門
脇　

健
壽

　
　

主　

幹         　

三
村　

浩
義

      

副
署
長
補
佐　
　

片
岡　

和
仁

      

副
署
長
補
佐　
　

松
原　

通
雅

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

将
希

　

第
1
係

　
　

当
務
主
幹　
　
　

和
久
井
正
人

　
　

副
署
長
補
佐　
　

森
脇　

浩

　
　

係　

長　
　
　
　

遠
藤
太
香
博

　
　

主　

任　
　
　
　

田
中　

直
人

　
　

上
月　

佑
介　
　

西
門　

裕
矢

　
　

松
原　

拓
真　
　

清
瀬　

智
也

　
　

藤
原　

悠
太　
　

大
木　

啓
輔

　

第
2
係

　
　

当
務
主
幹　
　
　

宮
崎　

武
志

　
　

副
署
長
補
佐　
　

大
西　

広
光

　
　

係　

長　
　
　
　

梅
野　

有
史

      

主　

任     　
　

 

坂
本　

政
法

      

主　

任     　
　

 

藤
原　

將
喬

      

主　

任     　
　

 

神
戸　

克
仁

　
　

改
発　

晋
司　
　

藤
永　

健
太

　
　

熊
代　

雄 　

 　

 

前
田
浩
太
郎

◆
加
美
駐
在
所

　
　

所　

長　
　
　
　

高
瀬　

將
仁

　
◆
八
千
代
駐
在
所

　
　

所　

長　
　
　
　

深
瀬　

智
弘

　　
　
　

 

（
敬
称
略
）

平
成
26
年
度
多
可
消
防
署

メ
ン
バ
ー
紹
介 

（
敬
称
略
）
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教
職
員
の
人
事
異
動

　
転
入
・
異
動（
4
月
1
日
付
）

【
中
学
校
】

◆
中
町
中
学
校

　

教　

頭　

竹
中　

裕
貴（
同　

校
）

　
　
　

山
本　

珠
美（
加
美
中
）

　
　
　

廣
田　

泰
伯（
新　

規
）

　
　
　

藤
原　

砂
織（
新　

規
）

　
　
　

桂　

弘
文（
新　

規
）

　
　
　

小
林　

希
望（
新　

規)

◆
加
美
中
学
校

　
　
　

中
川　

雅
博（
八
千
代
中
）

　
　
　

徳
平　

浩
也 （
中
町
北
小
）

　
　
　

小
中
さ
お
り（
中
町
中
）

　
　
　

森
田　

直
子（
新　

規
）

　
　
　

遠
藤　

麻
未（
新　

規
）

◆
八
千
代
中
学
校

　
　
　

有
吉　

研
治（
中
町
中
）

　
　
　

上
原　

祐
加（
加
美
中
）

　
　
　

飛
田
真
由
子（
加
美
中
）

　
　
　

大
西　

千
都（
新　

規
）

　
　
　

吉
田　

裕
希（
新　

規)

　
　
　

伊
藤　

誠（
八
千
代
西
小)

【
小
学
校
】

◆
中
町
南
小
学
校

　
校　

長　

鈴
木　

亙（
八
千
代
西
小
校
長
）

　

教　

頭　

足
立　

徳
昭（
町
教
委
）

　
　
　

田
畑　

明
成（
松
井
小
）

　
　
　

和
田　

由
香（
杉
原
谷
小
）

　
　
　

丸
山　

裕
子（
復　

職
）

　
　
　

　
　
　

橋
尾　

周
平（
新　

規
）

　
　
　

笹
倉　

貴
則（
松
井
小
）

　
　
　

山
田　

瑞
穂（
新　

規
）

◆
中
町
北
小
学
校

　

教　

頭　

小
林　

真
也（
同　

校
）

　
　
　

高
田　

一
正（
八
千
代
南
小
）

　
　
　

細
田　

行
代（
松
井
小
）

　
　
　

橋
間　

美
穂（
明
石
市
立
錦
が
丘
小
）

　
　
　

内
藤　

拓
也（
加
東
市
立
東
条
東
小
）

◆
松
井
小
学
校

　
　
　

高
見　

明
美（
八
千
代
西
小
）

　
　
　

小
西　

昭
子（
中
町
南
小
）

　
　
　

田
畑　

好
紀（
八
千
代
北
小
）

　
　
　

真
鍋
麻
悠
子（
新　

規
）

　
　
　

松
本　

拓
人（
新　

規
）

　
　
　

常
峰　

弥
生（
八
千
代
中
）

◆
杉
原
谷
小
学
校

　

校　

長　

石
丸　

恒
夫（
中
町
北
小
教
頭
）

　

教　

頭　

吉
田　

重
徳（
同　

校
）

　
　
　

朝
井　

恭
子（
松
井
小
）　

　
　
　

下
山　

智
子（
八
千
代
西
小
）

　
　
　

篠
原　

隆
浩（
西
脇
市
立
日
野
小
）

　
　
　

塩
田　

元
太（
新　

規
）

◆
八
千
代
南
小
学
校

　

教　

頭　

大
上　

和
徳（
中
町
中
教
頭
）

　
　
　

宇
高
ま
ゆ
み（
中
町
北
小
）

◆
八
千
代
北
小

　

校　

長　

小
林　

敏（
八
千
代
南
小
教
頭
）

　
　
　

小
寺　

麻
木（
加
東
市
立
社
小
）

　
◆
八
千
代
西
小

　

校　

長　

荻
野　

隆
之（
中
町
南
小
教
頭
）

　
　
　

山
本　

千
秋（
中
町
北
小
）

　
　
　

梅
田　

康
貴（
杉
原
谷
小
）

　
　
　

竹
内
智
恵
子（
松
井
小
）

　
転
出（
4
月
1
日
付
）

◆
八
千
代
中
学
校

　
　
　

定
本　

隆
志（
県
教
委
へ
）

◆
中
町
南
小
学
校　

　
　
　

大
久
保
め
ぐ
み

　
　
　
　
　
　
　

（
加
東
市
立
東
条
東
小
へ
）

◆
杉
原
谷
小
学
校

　
教　

頭　
谷
尾　

秀
伸（
町
教
委
へ
）

退
職（
3
月
31
日
付
）

　

校　

長　

酒
井　

明
克（
中
町
南
小
）

　

校　

長　

藤
田　

喜
晴（
杉
原
谷
小
）

　

校　

長　

白
石　

守（
八
千
代
北
小
）

　
　
　

村
井　

正
人（
中
町
中
）

　
　
　

小
林　

秀
實（
八
千
代
中
）

　
　
　

來
住　

修（
中
町
南
小
）

　
　
　

平
位
千
里
子（
中
町
南
小
）

　
　
　

眞
鍋　

卓
弥（
中
町
北
小
）

　
　
　

安
田　

智
文（
杉
原
谷
小
）

　
　
　

徳
平　

拓
也（
八
千
代
北
小
）

　
　
　

西
田　

智
美（
八
千
代
北
小
）

       

　
　
　
・・・教
員

　
　
　
・・・事
務
職
員

　
　
　
・・・栄
養
担
当

（
敬
称
略
）

■
問
合
先

　

こ
ど
も
未
来
課

　

☎（
32
）2
3
8
5

教 教 教

栄
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U000295
長方形

U000295
長方形

U000295
長方形

U000295
長方形

U000295
長方形

U000295
長方形

U000295
長方形

U000295
長方形

U000295
長方形

U000295
タイプライターテキスト
削除

U000295
タイプライターテキスト
削除

U000295
タイプライターテキスト

U000295
タイプライターテキスト
削除

U000295
タイプライターテキスト
削除

U000295
タイプライターテキスト
削除

U000295
タイプライターテキスト
削除

U000295
タイプライターテキスト
削除

U000295
タイプライターテキスト
削除



■
対　

象

•
町
内
で
引
き
続
き
1
年
以
上

　

同
一
事
業
所
を
経
営
し
て
い

　

る
中
小
企
業
者

•
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
2

 

条
第
1
項
第
1
号
お
よ
び
第

　

1
号
の
2
で
規
定
す
る
業
種  

　

の
法
人
ま
た
は
個
人

•
取
扱
金
融
機
関
で
審
査
し
、

　

適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
・

　

国
民
健
康
保
険
税
・
上
下
水

　

道
使
用
料
な
ど
）を
完
納
し
て

　

い
る
事
業
者

■
取
扱
金
融
機
関

•
兵
庫
県
信
用
組
合（
中
町
支
店

　

・
八
千
代
支
店
）

•
中
兵
庫
信
用
金
庫（
中
町
支
店

　

・
加
美
町
支
店
）

•
み
の
り
農
協（
中
町
支
店
・
加

　

美
支
店
・
八
千
代
支
店
）

■
融
資
条
件

【
融
資
利
率
】　

年
1
・
4
％

【
融
資
限
度
額
】

　

1
企
業
に
つ
き
5
0
0
万
円

※
設
備
資
金
は
1
，0
0
0
万
円

【
融
資
期
間
】　

5
年
以
内

※
設
備
資
金
は
7
年
以
内

　　

 

（
据
置
期
間
6
カ
月
以
内
）

【
資
金
の
使
途
】

　

運
転
資
金
、
事
業
転
換
資
金
、

開
業
資
金
、
設
備
資
金

【
担　

保
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
が
必

要
と
す
る
と
き
は
、
担
保
を
徴

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
連
帯
保
証
人
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
す
。

【
信
用
保
証
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
の
保

証
が
必
要
で
す
。

【
保
証
料
の
補
給
】

　

兵
庫
県
信
用
保
証
協
会
へ
支

払
っ
た
保
証
料
は
、
申
請
に
よ

り
そ
の
2
分
の
1
を
町
が
補
給

し
ま
す
。

■
問
合
先　

地
域
振
興
課
☎（
32
）4
7
7
9

町
内
の
中
小
企
業
を
応
援

中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
制
度

　

町
内
の
中
小
企
業
者
の
金
融
を
円
滑
化
し
、
正
常
な
事
業
活
動
を
促

進
す
る
た
め
の
融
資
制
度
で
す
。

　
　
　
　

　

中
区
内
の
私
立
3
保
育
園
が

来
年
4
月
に
幼
保
連
携
型
の「
認

定
こ
ど
も
園
」へ
移
行
す
る
こ
と
、

ま
た
来
年
4
月
に
ス
タ
ー
ト
す

る
予
定
の
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
新
制
度
で
は
、
現
行
の
中
町

幼
稚
園
で
の
預
か
り
保
育
が
継

続
で
き
な
く
な
る
た
め
、
閉
園

の
方
向
性
を
出
し
ま
し
た
。

　

中
町
幼
稚
園
は
昭
和
49
年
4

月
に
開
園
し
、
小
学
校
入
学
に

備
え
る
5
歳
児
の
み
を
受
け
入

れ
、
幼
児
教
育
に
あ
た
っ
て
き

ま
し
た
。
60
〜
70
人
で
推
移
す

る
中
区
内
の
5
歳
児
は
今
後
減

少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
私
立
の

認
定
こ
ど
も
園
3
園
で
は
5
歳

児
の
計
画
定
員
を
64
人
と
設
定

し
、
中
区
内
の
児
童
は
す
べ
て

3
園
で
の
受
け
入
れ
が
可
能
な

計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　

預
か
り
保
育
が
な
く
な
っ
た

状
態
で
の
中
町
幼
稚
園
で
は
、

園
児
の
確
保
な
ど
私
立
と
の
4

　
園
体
制
は
難
し
い
と
判
断
し
た

も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
地
域
や
保
護
者
の

皆
さ
ん
に
対
し
て
閉
園
に
つ
い

て
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
幼

稚
園
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
合
先　

こ
ど
も
未
来
課
☎（
32
）2
3
8
5

7
月
か
ら
申
請
受
付
を
開
始
し
ま
す

臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

41
年
の
歴
史
に
幕

中
町
幼
稚
園
閉
園
へ

◉
臨
時
福
祉
給
付
金

■
対
象
者

　

基
準
日（
平
成
26
年
1
月
1

日
）に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
分

町
民
税（
均
等
割
）が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人

※
た
だ
し
、
課
税
さ
れ
て
い
る

人
の
扶
養
親
族
お
よ
び
生
活

保
護
の
被
保
護
者
は
対
象
外

で
す
。

■
給
付
額

　

給
付
対
象
者
１
人
に
つ
き
1

万
円

※
給
付
対
象
者
の
中
で
次
に
該

当
す
る
人
は
5
，0
0
0
円
を

加
算
し
ま
す
。

•
老
齢
基
礎
年
金
、
障
害
基
礎

　

年
金
、
遺
族
基
礎
年
金
等
の

　

受
給
者
な
ど

•
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障
害

　

者
手
当
等
の
受
給
者
な
ど

■
申
請
先

　

基
準
日（
平
成
26
年
1
月
1

日
）に
お
い
て
住
民
登
録
の
あ
る

市
町
村

※
6
月
下
旬
に
対
象
と
思
わ
れ

　

る
人
に
申
請
書
を
送
付
し
ま

　

す
。

■
申
請
期
限

　

7
月
１
日
か
ら
6
カ
月
間
程
度

◉
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

■
対
象
者

　

基
準
日（
平
成
26
年
1
月
1

日
）に
お
い
て
、
次
の
条
件
を
満

た
す
人

•
平
成
26
年
１
月
分
の
児
童
手

　

当（
特
例
給
付
を
含
む
）の
受

　

給
者

•
平
成
25
年
の
所
得
が
児
童
手

　

当
の
所
得
制
限
額
に
満
た
な

　

い
人

■
対
象
児
童

　

給
付
対
象
者
の
平
成
26
年
１

月
分
の
児
童
手
当（
特
例
給
付
を

含
む
）の
対
象
と
な
る
児
童

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
☎（
32
）5
1
5
1

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
負
担
増
を
考
慮
し
て
、
低
所
得
者
に
対
す
る
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と
し
て

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」と「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
」を
支
給
し
ま
す
。

※
た
だ
し
、
臨
時
福
祉
給
付
金

　

の
対
象
者
お
よ
び
生
活
保
護

　

の
被
保
護
者
な
ど
は
対
象
外

　

で
す
。

■
給
付
額

　

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

■
申
請
先

　

基
準
日（
平
成
26
年
1
月
1

日
）に
お
い
て
住
民
登
録
の
あ
る

市
町
村

※
6
月
中
に
対
象
と
思
わ
れ
る

　

人
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

申
請
後
、
児
童
手
当
の
受
給

　

状
況
、
平
成
25
年
の
所
得
、

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
受
給
資

　

格
な
ど
に
つ
い
て
審
査
の
上
、

　

支
給
対
象
者
に
対
し
て
支
給

　

を
行
い
ま
す
。

■
申
請
期
限

　

7
月
１
日
か
ら
6
カ
月
間
程
度

※
ど
ち
ら
の
給
付
金
も
、
1
回

　

限
り
の
給
付
で
す
。

中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金
融
資
制
度
・
勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度

生
活
資
金
・
住
宅
資
金
を
融
資

勤
労
者
住
宅
資
金
融
資
制
度

中
小
企
業
勤
労
者
生
活
資
金
融
資
制
度

　

町
内
企
業
に
勤
務
す
る
勤
労
者
の
生
活
安
定
の
た
め
の
制
度
で
す
。

■
問
合
先　

地
域
振
興
課
☎（
32
）4
7
7
9

■
対　

象

•
同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤

　

務
し
て
い
る
勤
労
者（
事
業
主

　

お
よ
び
そ
の
家
族
従
業
者
は

　

除
く
）

•
町
内
に
自
己
の
住
宅
を
建
築

　
（
増
改
築
を
含
む
）ま
た
は
購

　

入
し
よ
う
と
す
る
人

※
現
住
所
の
町
内
外
は
問
い
ま

　

せ
ん
。

■
対　

象

•
中
小
企
業
に
勤
務
し
て
い
る

　

人（
事
業
主
お
よ
び
そ
の
家
族

　

従
業
者
は
除
く
）

•
本
制
度
に
よ
る
生
活
資
金
融

　

資
を
受
け
て
い
な
い
人

•
町
内
に
1
年
以
上
在
住
し
、

　

同
一
事
業
所
に
1
年
以
上
勤

　

務
し
て
い
る
人

•
近
畿
労
働
金
庫
で
審
査
し
、

　

適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
・

　

国
民
健
康
保
険
税
・
上
下
水

　

道
使
用
料
な
ど
）を
完
納
し
て

　

い
る
人

■
融
資
条
件

【
信
用
保
証
】

　
（
社
）日
本
労
働
者
信
用
基
金

協
会
の
保
証
が
必
要
で
す
。

【
返
済
方
法
】

　

元
利
均
等
月
賦
返
済

※最長 4年の元金据置返済が可能

資金の使途

医　療

冠婚葬祭

教　育

住宅増改築

融資限度額

100万円

100万円

300万円

300万円

返済期間

5 年以内

5年以内

10年以内

10年以内

資金の使途

年 2 .03％

年 2 .03％

年 2 .00％

年 2 .03％

※

•
近
畿
労
働
金
庫
で
審
査
し
、

　

適
当
と
認
め
ら
れ
る
人

•
年
齢
が
満
20
歳
以
上
、
満
60

　

歳
未
満
の
人（
た
だ
し
、
完
済

　

時
の
年
齢
が
満
76
歳
未
満
で

　

あ
る
こ
と
）

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
・

　

国
民
健
康
保
険
税
・
上
下
水

　

道
使
用
料
な
ど
）を
完
納
し
て

　

い
る
人

■
取
扱
金
融
機
関

　

近
畿
労
働
金
庫
北
播
支
店

■
融
資
条
件

【
融
資
利
率
】

　

固
定
金
利
型　

年
1
・
93
％

【
融
資
限
度
額
】　
2
，0
0
0
万
円

【
融
資
期
間
】　

35
年
以
内

【
資
金
の
使
途
】

　

申
請
者
が
自
ら
居
住
す
る
た

め
の
住
宅
建
築（
増
改
築
を
含

む
）ま
た
は
購
入
に
充
て
る
も
の

で
、
そ
の
住
宅
の
全
部
ま
た
は

一
部
が
営
利
目
的
に
使
用
さ
れ

な
い
こ
と

【
担　

保
】

　

融
資
す
る
建
物
お
よ
び
そ
の

土
地
に
、
原
則
と
し
て
第
一
順

位
の
抵
当
権
設
定
登
記
を
し
ま

す
。

【
返
済
方
法
】

　

元
利
均
等
月
賦
返
済

※
半
年
賦
返
済
併
用
も
可
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クローズアップ町政
　

議
会
の
承
認
を
受
け
、
来
年
3
月
末
に
町
立
中
町
幼
稚
園
を
閉
園
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。



■
問
合
先　

地
域
振
興
課
☎（
32
）4
7
7
9

　　　

2
月
27
日
、
第
16
次
町
特
産

品
認
証
委
員
会
を
開
催
し
、
町

内
の
各
グ
ル
ー
プ
や
個
人
か
ら

提
案
さ
れ
た
商
品
の
認
証
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
会
で
は
、
①
町
へ
の
こ    

　

町
で
は
、
町
内
の
事
業
所
や
団
体
で
製
造
し
た
製
品
や
加
工
品
を
多

可
町
特
産
品
に
認
証
し
、
信
頼
で
き
る
優
れ
た
町
産
の
特
産
品
と
し
て

全
国
に
発
信
す
る「
多
可
町
特
産
品
認
証
制
度
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

多
可
町
特
産
品
認
証
商
品
に
5
品
目
追
加

こ
だ
わ
り
満
載
の
商
品
が
仲
間
入
り

■
問
合
先　

生
活
安
全
課
☎（
32
）4
7
7
7

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
生
ご
み
再
利
用

生
ご
み
処
理
機
購
入
補
助
金

　

生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し
た
世
帯
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す（
今
年
度

で
終
了
）。

■
補
助
対
象
と
な
る

　
　
　
　
　

  　

生
ご
み
処
理
機

　

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る

生
ご
み
を
処
理
す
る
電
動
式
の

も
の
で
、
次
に
掲
げ
る
も
の
。

①
乾
燥
式
生
ご
み
処
理
機

②
バ
イ
オ
式
生
ご
み
処
理
機

■
補
助
対
象
者
の
条
件 

•
町
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ

　

居
住
し
て
い
る
こ
と

•
購
入
し
た
処
理
機
を
設
置
し
、

　

適
正
に
維
持
管
理
で
き
る
こ

　

と
•
生
ご
み
処
理
機
で
処
理
し
た

　

堆
肥
を
自
ら
適
正
に
処
理
で

　

き
る
こ
と

•
町
内
の
取
扱
い
店
で
購
入
す

　

る
こ
と

　
■
補
助
金
額
な
ど

•
購
入
額
の
2
分
の
1
で
、
2

 

万
円
を
限
度
と
し
ま
す
。

•
一
世
帯
に
つ
き
一
台
ま
で
の

　

補
助
と
し
ま
す
。

■
申
請
方
法　

　

補
助
金
の
申
請
に
係
る
書
類

は
、
生
活
安
全
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
■
対　

象

•
多
可
町
商
工
会
か
ら
推
薦
を

受
け
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

か
ら
平
成
25
年
4
月
以
降
に

マ
ル
経
の
融
資
を
受
け
た
事

業
者

•
町
の
各
種
公
共
料
金（
町
税
、

国
民
健
康
保
険
、
上
下
水
道

料
金
な
ど
）を
完
納
し
て
い
る

事
業
者

■
内　

容

　

当
該
融
資
に
係
る
利
子
合
計

額
の
2
分
の
1
を
補
給
し
ま
す
。

補
給
の
交
付
期
間
は
、
2
年
間

で
す
。

■
融
資
条
件

　

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と

•
多
可
町
商
工
会
の
会
員
で
あ

　

る
こ
と

•
常
時
使
用
す
る
従
業
員
が
20

 

人
以
下（
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
業

　

の
場
合
は
5
人
以
下
）で
あ
る

　

こ
と

■
問
合
先　

地
域
振
興
課
☎（
32
）4
7
7
9

利
子
の
半
額
を
2
年
間
補
助

マ
ル
経
融
資
向
け
利
子
補
給
制
度

•
原
則
と
し
て
6
カ
月
以
上
、

　

多
可
町
商
工
会
の
経
営
指
導

　

を
受
け
て
い
る
こ
と

•
最
近
1
年
以
上
、
町
内
で
事

　

業
を
営
ん
で
い
る
こ
と

•
所
得
税
、
法
人
税
、
事
業
税
、

　

ま
た
は
県
民
税
や
住
民
税（
均

　

等
割
り
を
含
む
）を
原
則
と
し

　

て
す
べ
て
完
納
し
て
い
る
こ

　

と
•
商
工
業
者
で
あ
り
、
か
つ
日

　

本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活

　

事
業
の
非
対
象
業
種
で
な
い

　

こ
と

※
金
融
・
保
険
業
や
娯
楽
業
な

　

ど
、
取
り
扱
い
が
で
き
な
い

　

業
種
が
あ
り
ま
す
。

町長からの手紙
町長 戸田善規

　
だ
わ
り
②
商
品
へ
の
こ
だ
わ
り

③
信
頼
で
き
る
商
品
で
あ
る
か

④
優
れ
て
い
る
商
品
で
あ
る
か

な
ど
の
細
か
い
審
査
基
準
の
ほ

か
、
原
材
料
の
生
産
地
や
製
造

場
所
、
生
産
者
の
思
い
入
れ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
に
つ
い

て
厳
正
な
審
査
を
行
い
、
新
た

に
5
品
目
の
商
品
を
認
証
し
ま

し
た
。

　
◉
第
17
次
申
請
受
付
中
！

　

現
在
、
第
17
次
特
産
品
認
証

商
品
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
自
慢
の
特
産
品
を
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
限　

5
月
16
日（
金
）

多可町ブランド

認証特産品

2014. 5月号　広報たか 102014. 5月号　広報たか11

クローズアップ町政

「多可町文化会館等活性化計画」策定

　文化芸術を通して心豊かな生活の実現とまちの活性化を目指すため、
委員会を数回にわたって開催し、多可町文化会館等活性化計画を策定し
ました。自立したまちの文化育成、交流、創造発信に向けた多可町の文
化施策の指針となります。
 　各戸には、概略版を配布しています。
問合先　ベルディーホール　☎（32）1300

【商品名】
⑤黒にんにく酒
【生産者】　農事組合法人坂本営農組合

新規商品

【商品名】
①亜麻仁シフォンケーキ②亜麻仁チーズケーキ
③亜麻仁マドレーヌ　　④亜麻仁ケーキセット
【生産者】　亜麻の栽培を考える会

町長からの手紙
町長 戸田善規

　

節
気
は
清
明
か
ら
穀
雨
に
移
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

コ
バ
ノ
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
の
濃
い

ピ
ン
ク
色
が
山
間
に
見
事
に
映
え

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
、
お
伺
い
申
し
上
げ

ま
す
。

多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
開
園

　
「
3
月
の
風
と
4
月
の
雨
は
、
美

し
い
5
月
を
つ
く
る
」は
西
欧
の
こ

と
わ
ざ
で
す
が
、
本
町
で
も
同
様

に
美
し
い
季
節
の
到
来
で
す
。

　

今
年
も
人
気
の
イ
ベ
ン
ト「
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」が
多
可
町
を
舞
台

に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

年
を
重
ね
る
た
び
に
、
参
加
の

庭
園
が
少
し
ず
つ
増
え
、
そ
の
美

観
に
も
一
層
の
磨
き
が
か
か
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

町
内
外
か
ら
の
来
園
者
も
毎
年

2
万
人
を
超
え「
美
し
い
ま
ち
・
多

可
町
」を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

町
内
に「
お
も
て
な
し
の
心
」も

花
開
き
ま
す
。

　

無
料
開
放
で
お
世
話
い
た
だ
く

庭
主
さ
ん
た
ち
の
ご
厚
意
に
心
か

ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

山
田
錦
な
ど
の
増
産
に
期
待
！

　

福
光
屋
さ
ん
と
の
長
年
の
結
び

つ
き
、
秋
田
産
酒
造
協
同
組
合
と

ご
縁
を
得
た
中
区
北
部
の「
秋
田

村
」、
山
田
錦
生
産
農
家
の
品
質
改

善
努
力
な
ど
を
通
し
て
、
酒
米
振

興
へ
の
夢
が
大
き
く
広
が
り
始
め

ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
国
の
生
産
調
整
方
法

の
変
化
と
転
換
を
前
向
き
に
受
け

止
め
て
い
ま
す
。

　

高
級
な
吟
醸
酒
や
純
米
酒
の
需

要
拡
大
、
日
本
酒
の
輸
出
拡
大
か

ら
、
良
質
の
山
田
錦
の
増
産
が
確

実
に
求
め
ら
れ
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

ほ
か
の
酒
米
産
地
と
の
差
別
化

を
図
る
無
農
薬
・
減
農
薬
栽
培
な

ど
を
通
し
て
、
山
田
錦
発
祥
の
ま

ち
・
多
可
町
産
山
田
錦
の
確
固
た

る
地
位
と
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
最
上
級
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
も

期
待
大
で
す
。

　
『
地
域
特
性
に
根
ざ
し
、

　
　
　
　
　

あ
る
も
の
を
活
か
す
』

　

内
発
的
発
展
論
で
の
具
体
の
夢

が
、
わ
た
し
の
中
で
着
実
に
広
が

り
始
め
ま
し
た
。　

平
成
26
年
4
月
17
日（
記
）

　

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
融
資（
マ
ル
経
）利
子
補
給
制
度
を
、

平
成
25
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。



平成26年度多可町消防初出式

防火の誓いを胸に　
　平成26年度多可町消防初出式を中央公園グラウン
ドで開催しました。
　八千代中学校吹奏楽部の演奏のもと、副団長を先
頭に団員たちによる分列行進と車両行進で幕が開け
ました。式では、本年度の入団員57人を代表して、
植山公博さんが「全体の奉仕者として誠実かつ公正
に消防の責務を遂行することを固く誓います」と力
強く宣誓しました。

3
29

　杉原紙の優雅さや温かみを生かしてベルディー
ホールを柔らかな灯りで彩ろうと、杉原紙ランプシ
ェードコンテストを開催しました。
　県内各地から37点の応募があり、審査にあたった
大西真紀さん（姫路市）と町長は「どの作品も杉原紙
の特性をうまく利用していて素晴らしい」と選考に
苦慮していました。金賞には、八千代区の坂賀信夫
さん・広子さんご夫婦の作品が選ばれました。

杉原紙ランプシェードコンテスト

温かい灯りが勢ぞろい

6
4

　

▲笑顔でスタートするランナーたち

　翠明湖マラソン周遊コースで多可町翠明湖マラ
ソンを開催しました。
　あいにくの雨でしたが、町内外から参加した招
待選手・一般ランナー約1,200人は翠明湖畔を元気
に駆け抜けました。見事完走を果たしたランナー
たちは、「沿道からの声援に力をもらいました」と
笑顔で話していました。また当日は、多数のボラ
ンティアの皆さんが大会をサポートしました。

3
30

3
15~30

第29回多可町翠明湖マラソン

春の湖畔で健脚競う

▲個性豊かな作品がずらり

“敬老の日”提唱者「門脇政夫物語」

敬老の精神　いつまでも
3
22

　敬老の日発祥の町、多可町だからこそできる劇
“敬老の日”提唱者「門脇政夫物語」をベルディーホー
ルで開催しました。
　芝居や歌を通じて敬老の日の認識を深め、敬老の
精神を次世代につなげることを目的に開催されたこ
の舞台。高齢者を敬う気持ちと温かい思いやりの心
で敬老の日を提唱された故・門脇政夫さんを描いた
創作オペレッタで、総勢160人の出演者が 1 月中ご
ろから練習を重ね、敬老の日ができるまでを演じま
した。
　舞台は、門脇さんの紹介や多可高校演劇部の「養
老伝説」、当時の敬老会の再現などを盛り込んだ 4
部構成。敬老会の再現シーンでは、6団体が歌や踊
りでステージを盛り上げました。またフィナーレで
は、生後7カ月から96歳までの出演者が客席と一緒
に敬老のうた「きっと　ありがとう」を合唱し、敬老
の精神を歌に乗せて届けました。
　終始温かな雰囲気に包まれた会場では、満員の客
席から惜しみない拍手が送られ「懐かしかったなぁ」
と昔話に花が咲く様子も見られました。　

たかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブックたかちょう スケッチブック

▲夢中で作品を作る参加者たち

斉藤卓治作品展示＆ペーパークラフト講座

“紙技”アートの世界
　図書館10周年記念事業として、斉藤卓治さんの作
品展示およびペーパークラフト講座を開催しました。
　20人の参加者たちは斉藤さんの指導のもと、紙の
テントウムシ作りに挑戦。細かい作業に苦戦しなが
らも力作が完成しました。また講座に先駆けて行っ
た作品展示では、擬人化した昆虫のリアルな表情や
生き生きとした作品の数々が期間中に訪れた約200
人の来館者を魅了していました。

▲さまざまな団体による敬老会の再現シーン

▲参加者・客席も一緒に大合唱

▲12分団59部で編成、総勢1,092人で組織されています

【
俳　

句
】

　

寒
さ
ゆ
え
旅
人
多
し
弥
陀
の
道

　

土
い
じ
り
畑
に
長
居
の
四
温
か
な

　

啓
蟄
や
噂
よ
し
あ
し
消
費
税

　

老
の
身
に
鞭
う
ち
寒
に
鍛
と
踏
む

　

春
菜
売
る
訛
行
き
交
ふ
道
の
駅

　

雪
舞
ふ
や
鉄
塔
作
業
仰
ぎ
見
ゆ

　

自
家
用
と
蓆
に
干
せ
る
若
布
買
ふ

　

竹
谷
の
春
水
岩
に
ほ
と
ば
し
る

　【
川　

柳
】

　

初
日
の
出
強
く
生
き
よ
と
励
ま
し
ぬ

　

温
か
い
春
風
と
来
る
消
費
税

　

冬
を
脱
ぎ
山
は
緑
へ
衣
替
え

　

谷
泳
ぐ
み
ん
な
皆
ん
な
の
鯉
の
ぼ
り

　

彼
の
国
へ
知
る
や
知
ら
ず
や
こ
う
の
鳥

　
　
　
　

池
田　

義
孝

伊
藤　

忠
則

川
本　

法
綱

畑
中　

彩
水

森
野　

康
典

安
田　

昇
司

中
道　

雅
峰

芳
川　

幸
子

藤
川　

敏
明

大
江
貴
代
子

寺
尾　

麦
人

藤
原　

将
恕

雲
海

　
【
短　

歌
】

　

人
生
は
い
ろ
い
ろ
と
口
ず
さ
み
な
が
ら

　
　

一
人
ぼ
っ
ち
で
土
の
道
ゆ
く

　

新
制
中
学
一
回
生
と
な
り
教
室
に

　
　

は
じ
め
て
吾
は
短
歌
と
出
会
へ
り

　

菜
種
梅
雨
ひ
と
雨
毎
に
水
ぬ
る
み

　
　

薄
紅
色
の
花
満
開
に

【　

詩　

】

　

仏
前
に　

頭
づ
き
線
香
な
び
か
せ

　
　

早
朝
の
窓
を　

静
か
に
手
を
拭
け
れ
ば

　

庭
の
紅
白
美
し
く
見
ゆ
る　

　
　

逝
き
し
妻
の
加
護
に
よ
り　

　

我
れ
に
白
寿
を
与
へ
給
ふ　

心
し
て　

藤
田
つ
た
ゑ

西
川　

洋
子

蔵
本　

繁
子

園
崎　

武

皆さんの文芸作品を
ご紹介します。

問合先　総務課　
　　　　☎（32）2382

文芸たか

う

た
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ぼくぼくと私の作品展作品展ぼくと私の作品展
毎月、町内の小学生の作品（絵画・書道・工作など）を紹介します。

わが家の

アイドル

【
撮
影
は
お
母
さ
ん
】

吏　

来
さ
ん（
11
歳
）

拓　

来　
さ
ん（
9
歳
）

琉　

生
さ
ん（
6
歳
）

り

く

る

い

た

く

　　
も
う「
わ
が
家
の
ア
イ

ド
ル
」に
は
大
き
す
ぎ
る

か
な
？
と
思
う
年
齢
で

す
が
、
わ
た
し
た
ち
夫

婦
に
と
っ
て
は
い
つ
ま

で
も
か
わ
い
い
わ
が
子

た
ち
で
す
。

　
『
り
』り
し『
く
』、『
た

く
』ま
し
く
、
明『
る
い
』

三
兄
弟
。
と
、
後
付
け

で
は
あ
り
ま
す
が
、
必

然
的
に
出
来
上
が
っ
た
言
葉
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
か
ら
た
く
さ
ん
の
試
練
や
困
難
が
目
の
前
に
立
ち
は

だ
か
る
で
し
ょ
う
。「
大
変
だ
ね
」と
言
わ
れ
る
三
兄
弟
も
、

き
っ
と
そ
ん
な
と
き
は
頼
り
に
で
き
る
大
き
な
強
み
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
優
し
い
心
を
忘
れ
ず
、
互
い
を
思
い
や
り
、

け
ん
か
も
し
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん
で
く
だ
さ

い
。
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
は
い
つ
も
あ
な
た
た
ち
の
味

方
で
す
。

於 保 敦 政 さ ん
（ 松 井 小 学 校 4 年 ）

色のついた炭のにじみをつかって、絵をかきまし
た。もようがぐうぜんできるのがおもしろかったで
す。中に電気を入れると、きれいに光りました。

髙 原 萌 さ ん
（ 八 千 代 西 小 学 校 5 年 ）

顔の表情、特に力を入れている目の動きをほるのに
苦労しました。ふくのしわや丸みを出すところに工
夫しました。私らしい作品に仕上がりました。

八
千
代
区
中
野
間

門
脇
道
昌
さ
ん
・
麻
衣
子
さ
ん

ご
夫
妻
の
お
子
さ
ん

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

あつまさ

み
ん
な
に

は
な

ま　

る

祝
1
0
0
歳

片
岡
ま
き
子
さ
ん（
多
田
）

山
本
ま
さ
乃
さ
ん（
中
三
原
）

　

片
岡
ま
き
子
さ
ん
が
3
月
26

日
に
、
山
本
ま
さ
乃
さ
ん
が
3

月
30
日
に
満
1
0
0
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

『うーん、負けないよ』

『ぼくのランプシェード』

も え

平
成
25
年
度

多
可
町
ス
ポ
ー
ツ
賞

◉
優
秀
賞

足
立　

光　
さ
ん（
大
袋
）

【
功　

績
】

•
第
4
回
ス
ポ
ー
ツ
ひ
の
ま
る
キ

　

ッ
ズ
近
畿
小
学
生
柔
道
大
会

 

6
年
生
女
子
軽
量
級
第
3
位

　
（
真
道
館
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
ク
ラ
ブ
）

足
立　

美
翔
さ
ん（
大
袋
）

【
功　

績
】

•
第
4
回
ス
ポ
ー
ツ
ひ
の
ま
る
キ

　

ッ
ズ
四
国
小
学
生
柔
道
大
会

 

2
年
生
男
女
混
合
軽
量
級
第

　

2
位

　
（
真
道
館
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
ク
ラ
ブ
）

小
林　

英
喜
さ
ん（
寺
内
）

【
功　

績
】

•
第
68
回
国
民
体
育
大
会
障
害

　

者
ゴ
ル
フ　

下
肢
の
部
優
勝

　
（
西
日
本
障
害
者
ゴ
ル
フ
協
会
）

二
宮　

仁
さ
ん（
安
坂
）

【
功　

績
】

•
第
5
回
国
際
ク
ラ
ス
別
肢
体

　

不
自
由
者
卓
球
選
手
権
大
会

　

男
子
ダ
ブ
ル
ス
6
‐
8
ク
ラ

　

ス
優
勝

翁
田
あ
か
り
さ
ん（
大
屋
）

【
功　

績
】

•
第
32
回
全
国
都
道
府
県
対
抗

　

女
子
駅
伝
競
走
大
会
第
3
位

　
（
天
満
屋
女
子
陸
上
部
）

松
本
ゆ
う
か
さ
ん（
鍛
冶
屋
）

【
功　

績
】

•
平
成
25
年
度
全
国
高
等
学
校

　

総
合
体
育
大
会（
未
来
を
つ
な

　

ぐ
北
部
九
州
総
体
）

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
第
5
位（
鳥
取

　

城
北
高
校
）

藤
村　

心
大
さ
ん（
奥
荒
田
）

【
功　

績
】

•
第
4
回
ス
ポ
ー
ツ
ひ
の
ま
る
キ

　

ッ
ズ
近
畿
小
学
生
柔
道
大
会

 

3
年
生
男
女
混
合
軽
量
級
優
勝

　
（
真
道
館
ジ
ュ
ニ
ア
柔
道
ク
ラ
ブ
）

◉
奨
励
賞

翁
田　

勝
基
さ
ん（
大
屋
）

安
達　

翼　
さ
ん（
安
坂
）

井
上　

功
大
さ
ん（
寺
内
）

竹
本　

大
悟
さ
ん（
豊
部
）

【
功　

績
】

•
第
95
回
全
国
高
校
野
球
選
手

　

権
記
念
大
会
出
場

　
（
西
脇
工
業
高
校
）

安
平　

泉　
さ
ん（
岸
上
）

【
功　

績
】

•
平
成
25
年
度
全
国
高
等
学
校

　

総
合
体
育
大
会（
未
来
を
つ
な

　

ぐ
北
部
九
州
総
体
）

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
出
場

　
（
私
立
神
戸
野
田
高
校
）

笹
倉　

朱
音
さ
ん（
西
安
田
）

【
功　

績
】

•
と
び
う
お
杯
第
28
回
全
国
少

　

年
少
女
水
泳
競
技
大
会

　

女
子
50
メ
ー
ト
ル
自
由
形
出
場

　
（
西
脇
天
神
池
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

多可の特産品を
全国へお届け！ 「多可sg｣ を活用しよう！！

　多可sg（たかエスジー）は、町の自治体運営型通信販売サービスです。町の
特産品、地域の隠れた銘品を厳選し販売しています。

◉実店舗に行く時間がない人でも、自宅で気軽に注文できます。
◉請求先と別に送付先を指定できるので、贈り物にも最適です。

URL：http://taka.japan-sg.jp/　 問合先　地域振興課　☎（32）4779
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人
権
擁
護
委
員
再
任

近
藤　

寛
隆
さ
ん（
柳
山
寺
）

4
月
か
ら
再
任
で
人
権
擁
護

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。　

　

任
期
は
平
成
29
年
3
月
31
日

ま
で
で
す
。

私の今年の目標として決めた言葉です。一番難しか
ったのは字は乱です。何事にも集中し、心を乱すこ
となく、今年一年がんばっていきたいと思います。

藤 原 有 伽 さ ん
（ 中 町 北 小 学 校 6 年 ）

草 別 琉 生 さ ん
（ 八 千 代 南 小 学 校 4 年 ）

落とし穴を見えない様にしたり、すべり台を作ったり
と、いろいろな工夫をしました。考えるのが楽しかっ
たし、みんなに遊んでもらえてうれしかったです。

りゅうせい

ゆ か

『まよいの草原』
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年
金
広
報

ぼ
ん
え
る
ふ

ぼ
ん
え
る
ふ

●
問
合
先  　
住
民
課

　
　
　
　　

☎（
32
）2
3
8
3

学生納付特例申請の手続きは
お済みですか？

◉
乳
・
子
宮
が
ん
検
診

　
　

無
料
ク
ー
ポ
ン
の
ご
案
内

　

が
ん
検
診
の
き
っ
か
け
づ
く

り
の
た
め
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
を

送
付
し
ま
す
。
忘
れ
ず
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
配
布
対
象
者

　

前
年
度
20
歳（
子
宮
が
ん
）、

40
歳（
乳
が
ん
）に
な
っ
た
人

※
平
成
21
〜
24
年
度
に
無
料
ク

　

ー
ポ
ン
を
配
布
し
た
人
で
、

　

過
去
5
年
間
受
診
し
て
い
な

　

い
人
へ
も
再
度
送
付
し
ま
す
。

　

勇
気
を
出
し
て
ぜ
ひ
受
診
し

　

て
く
だ
さ
い
。

◉
婦
人
検
診
の
ご
案
内

■
期　

間　

 

5
月
15
日（
木
）

　

〜
平
成
27
年
2
月
27
日（
金
）

■
料　

金　

　

子
宮
が
ん　

2
，0
0
0
円

　

乳
が
ん　
　

2
，0
0
0
円

■
そ
の
他

　

2
月
に「
健
診
申
込
書
」で
申

し
込
ま
れ
た
医
療
機
関
に
よ
り
、

左
表
の
区
分
が
あ
り
ま
す
。

　

検
査
日
の
予
約
を
し
て
か
ら

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

が
ん
は
進
行
し
て
い
な
い
初

期
の
段
階
で
発
見
し
、
適
切
な

治
療
を
行
う
こ
と
で
、
非
常
に

高
い
確
率
で
治
癒
し
ま
す
。
が

ん
を〝
初
期
〞の
段
階
で
見
つ
け

る「
が
ん
検
診
」は
、
が
ん
の
死

亡
率
を
下
げ
る
の
に
非
常
に
有

効
と
い
え
ま
す
。
国
は
が
ん
死

亡
を
下
げ
る
た
め
、
が
ん
検
診

受
診
率
50
％
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
欧
米
の
検
診
受

診
率
が
70
％
以
上
で
あ
る
の
に

対
し
、
日
本
は
10
〜
30
%
と
と

目指せ！がん検診受診率50％

お
元
気
で
す
か

保
健
師
で
す

●
問
合
先　

健
康
福
祉
課

　

☎（
32
）5
1
5
1

50.0
45.0

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

て
も
低
い
の
が
現
状
で
す
。
町

の
受
診
率
も
全
国
平
均
よ
り
高

い
も
の
の
こ
の
目
標
に
は
お
よ

び
ま
せ
ん
。

　

町
で
は
5
月
か
ら
医
療
機
関

で
受
け
る「
婦
人
検
診
」「
個
別
が

ん
検
診
」が
始
ま
り
ま
す
。
ま
た

6
〜
7
月
に
は
3
区
の
体
育
館

で「
町
ぐ
る
み
健
診
」（
集
団
健

診
）を
実
施
し
ま
す
。
職
場
や
個

人
で
受
診
さ
れ
な
い
人
は
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

案内方法

病院から案内が届きます

町から「受診券」が届きます

検査種類

子宮がん・乳がん

子宮がん・乳がん

子宮がん

子宮がん

医療機関名

多可赤十字病院

大山病院

遠藤産婦人科医院

うつのみや産婦人科医院

胃がん　　肺がん　 大腸がん　  乳がん　 子宮頸がん

※追加申し込みや変更は、健康福祉課までお願いします。

歯の節目健診
　節目年齢の人に無料券を送付します。
　歯科健診でお口の健康を守りましょう。
■期　間　　
 5 月12日（月）～平成27年 2 月28日（土）
■ところ　町内歯科医院
■対象者
　今年度40歳、50歳、60歳、70歳になる人
■料　金　無料

がん検診受診率（23年度）

多可町　　　　兵庫県　　　　全国

2014. 5月号　広報たか 162014. 5月号　広報たか17

平成16年度

17年度

18年度

19年度

20年度

21年度

22年度

23年度

24年度

25年度

14,750円

14,790円

14,840円

14,880円

15,000円

15,070円

15,340円

15,130円

14,980円

15,040円

7,370円

7,390円

7,420円

7,440円

7,500円

7,540円

7,670円

7,560円

7,490円

7,520円

3,710円

3,710円

3,750円

3,760円

3,830円

3,780円

3,740円

3,760円

11,130円

11,150円

11,250円

11,300円

11,500円

11,340円

11,230円

11,280円

全額免除 4分の 1免除半額免除4分の 3免除

保険料を追納することができます
　保険料の免除や学生納付特例制度、若年者納付猶
予制度の承認を受けた期間は、保険料を全額納付し
たときに比べ、将来受ける年金額が少なくなります。
　10年以内であれば、後からこの
期間の保険料を納めること（追納）
ができます。

免除の承認を受けた年度の保険料を
平成26年度中に追納する場合の額

日
本
年
金
機
構
か
ら
の
お
知
ら
せ

詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

学
生
で
国
民
年
金
の
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
学
生
納
付
特
例
の
手
続
き

を
し
、
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
希
望
さ

れ
る
人
は
、
4
月
が
更
新
月
に

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
年
金
機
構
か
ら「
国
民
年

金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
申
請

書
」（
ハ
ガ
キ
）の
送
付
が
あ
っ
た

人
は
、
ハ
ガ
キ
の
返
送
で
も
更

新
で
き
ま
す
。

　

ま
た
学
生
の
間
、
学
生
納
付

特
例
制
度
を
利
用
し
た
人
で
、

4
月
か
ら
学
生
で
な
く
な
っ
た

人
で
も
国
民
年
金
保
険
料
の
支

払
い
が
困
難
な
場
合
に
は
、
免

除
・
猶
予
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
は
、
本
人
・
配
偶

者
・
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
が

一
定
以
下
の
場
合
、
申
請
し
承

認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
の
納
付

を
免
除
さ
れ
ま
す
。
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
は
、
30
歳
未
満
で

あ
れ
ば
世
帯
主
の
所
得
は
審
査

対
象
と
は
せ
ず
、
本
人
と
配
偶

者
の
所
得
の
み
で
審
査
さ
れ
ま

す
。

　

免
除
・
猶
予
の
申
請
を
希
望

す
る
人
は
、
住
民
課
・
加
美
プ

ラ
ザ
・
八
千
代
プ
ラ
ザ
で
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

•
年
金
手
帳（
基
礎
年
金
番
号
が

　

確
認
で
き
る
も
の
）

•
平
成
26
年
度
有
効
の
学
生
証

　

ま
た
は
在
学
証
明
書（
学
生
納

　

付
特
例
を
希
望
す
る
人
の
み
）

•
印
鑑

　　　

最
近
、
年
金
事
務
所
な
ど
の

職
員
を
名
乗
り
、
お
客
様
の
自

宅
を
訪
問
し「
滞
納
し
て
い
る
国

民
年
金
保
険
料
を
支
払
わ
な
い

と
差
押
え
す
る
」な
ど
と
、
そ
の

場
で
現
金
を
請
求
す
る
よ
う
な

事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

年
金
事
務
所
の
職
員
や
日
本

年
金
機
構
が
業
務
委
託
し
た
民

間
事
業
者
が
、
国
民
年
金
保
険

料
を
お
預
か
り
す
る
場
合
は
、

日
本
年
金
機
構
が
お
客
様
に
送

付
し
た
納
付
書
が
必
要
で
す
。

納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
場
合
、

保
険
料
を
お
預
か
り
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
国
民
年
金
保
険
料
を
お

預
か
り
す
る
場
合
は
、
領
収
書

を
発
行
し
ま
す
の
で
、
必
ず
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
い

を
お
願
い
す
る
た
め
に
、
お
客

様
の
自
宅
を
訪
問
す
る
場
合
は
、

日
本
年
金
機
構
が
発
行
し
た
写

真
付
身
分
証
明
書
を
携
行
し
て

い
ま
す
。
訪
問
の
際
に
は
必
ず

提
示
し
、
会
社
名
、
氏
名
を
名

乗
り
ま
す
の
で
、
身
分
証
明
書

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



【婦人科外来診療担当医表】

多可赤十字病院からのお知らせ

婦人科診療拡充の
お知らせ

問合先　多可赤十字病院
　　　　☎（32）1223
http://www.taka.jrc.or.jp/

ふ
れ
あ
い

問
合
先　

人
権
啓
発
推
進
室

　

☎（
32
）1
3
8
9

　

４
月
よ
り
婦
人
科
に
金
澤
理

一
郎
医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
診
療
体
制
が
さ

ら
に
充
実
し
、
外
来
診
療
日
も

拡
充
さ
れ
ま
す
。

【
医
師
紹
介
】

【
先
生
か
ら
一
言
】

　

約
10
年
前
に
4
年
間
、
柏
原

赤
十
字
病
院
に
在
職
し
、
そ
の

後
兵
庫
医
科
大
学
病
院
婦
人
科

に
戻
り
、
こ
の
度
4
月
よ
り
多

可
赤
十
字
病
院
で
お
世
話
に
な

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
病
院
で
は
、
手
術
を
し
、

そ
の
進
行
度
に
よ
り
化
学
・
放

射
線
療
法
を
行
い
無
効
で
あ
っ

た
場
合
、
緩
和
医
療
へ
の
移
行

と
い
う
治
療
に
慣
れ
て
し
ま
い
、

柏
原
赤
十
字
病
院
在
職
中
は
地

域
医
療
の
難
し
さ
を
痛
感
し
て

い
ま
し
た
。

　

山
間
に
あ
る
赤
十
字
病
院
に

は
、
地
域
医
療
を
支
え
る
と
い

う
重
要
な
使
命
が
あ
る
と
考
え

「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ　

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ
」に
つ
い
て
考
え
る　

　　

少
し
前
の
話
題
に
な
り
ま
す

が
、
今
年
開
幕
し
た
ば
か
り
の

サ
ッ
カ
ー
Ｊ
リ
ー
グ
で
の〝
事

件
〞の
こ
と
は
ま
だ
記
憶
に
新
し

い
と
思
い
ま
す
。
埼
玉
ス
タ
ジ

ア
ム
で
行
わ
れ
た
浦
和
対
鳥
栖

戦
で
掲
げ
ら
れ
た「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｅ
Ｓ
Ｅ　

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ
」の
横
断
幕

の
こ
と
で
す
。
当
初
、
こ
れ
が

　
差
別
的
な
表
現
だ
と
い
う
こ
と

に
ど
れ
ぐ
ら
い
の
人
が
気
付
い

た
で
し
ょ
う
か
。

　

か
つ
て
ア
メ
リ
カ
で
黒
人
差

別
が
顕
著
だ
っ
た
時
代
、
い
ろ

ん
な
施
設
で「
ｗ
ｈ
ｉ
ｔ
ｅ　
ｏ

ｎ
ｌ
ｙ
」と
掲
げ
て
、
白
人
専
用

と
い
う
意
味
で
有
色
人
種
を
拒

否
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
事
件

は
そ
れ
を
連
想
さ
せ
る
も
の
で

す
。
英
語
的
に
は「
日
本
人
だ

け
」な
い
し
は「
日
本
人
専
用
」や

「
日
本
人
以
外
は
お
断
わ
り
」と

い
う
意
味
に
な
り
、「
外
人
は
失

せ
ろ
」と
い
う
差
別
を
意
味
す
る

語
と
な
り
う
る
表
現
で
す
。「
知

ら
な
か
っ
た
」で
は
済
ま
さ
れ
な

い
問
題
で
、
人
権
感
覚
や
国
際

感
覚
が
問
わ
れ
た
事
件
で
し
た
。

　

最
近
、
特
定
の
国
籍
の
外
国

人
を
排
斥
す
る
趣
旨
の
言
動
が

公
然
と
行
わ
れ
て
い
る
ヘ
イ
ト

ス
ピ
ー
チ
も
大
変
気
に
な
り
ま

す
。
異
な
る
思
想
や
文
化
を
持

つ
人
た
ち
に
憎
し
み
の
言
葉
を

放
っ
た
り
、
排
除
し
よ
う
と
し

た
り
す
る
こ
と
は
、「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｅ　

Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ
」と
通
じ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

言
語
、
宗
教
、
生
活
習
慣
の

違
い
な
ど
外
国
人
の
文
化
や
多

様
性
を
受
け
入
れ
、
互
い
に
認

め
合
い
、
関
わ
り
合
い
、
尊
重

し
合
う
こ
と
が
、
今
求
め
ら
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
Ｊ
リ
ー
グ
は
史
上
初
の「
無
観

客
試
合
」開
催
と
い
う
重
い
処
分

を
科
し
ま
し
た
。
浦
和
対
清
水

戦
の
試
合
開
始
2
時
間
前
に
浦

和
の
選
手
た
ち
が
ピ
ッ
チ
に
並

び
、
阿
部
主
将
が「
人
種
、
肌
の

色
、
性
別
、
言
語
、
宗
教
、
出

自
な
ど
差
別
的
、
侮
辱
的
な
発

言
や
行
為
を
認
め
な
い
こ
と
を

宣
言
し
ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
は
ス

ポ
ー
ツ
や
社
会
か
ら
差
別
を
撲

滅
す
る
力
を
持
っ
て
い
ま
す
」と

宣
言
し
ま
し
た
。

　

21
世
紀
が「
人
権
の
世
紀
」で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
思
い
起
こ

し
、
一
人
一
人
が
人
権
を
尊
重

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
正
し
く

認
識
し
、
日
々
の
生
活
の
中
に

あ
る
人
権
課
題
と
向
き
合
い
、

自
身
の
人
権
感
覚
を
磨
き
た
い

も
の
で
す
。

て
い
ま
す
。
多
可
赤
十
字
病
院

が
地
域
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
十
分
把
握
し
、
地
域
医

療
機
関
で
の
病
診
連
携
を
密
に

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
ま
で
子
宮
と
卵
巣
し
か
扱

っ
た
こ
と
の
な
い
婦
人
科
医
で

は
あ
り
ま
す
が
、
根
拠
に
基
づ

い
た
医
療
を
土
台
に
患
者
さ
ん

の
不
安
を
察
す
る
こ
と
の
で
き

る
感
性
と
責
任
あ
る
医
療
を
心

掛
け
、
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
に

認
め
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

金

金澤

助産師

木

金澤

金澤

助産師

水

助産師外来
（予約制）

午後

午前

曜日

婦人科

外 来

科目
月 火

金澤

金澤

助産師

金澤理一郎
　　　　  産婦人科部長
平成 4年  兵庫医科大学卒業

　　

町
で
は
、
地
域
公
共
交
通
対

策
と
し
て
路
線
バ
ス
維
持
へ
の

補
助
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
、
バ
ス
利
用
者

が
減
少
し
て
い
ま
す（
左
表
参

照
）。
地
域
の
公
共
交
通
の
維
持

・
確
保
に
向
け
て
１
回
で
も
多

く
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

◉
バ
ス
運
賃
助
成

　

コ
ミ
バ
ス
運
行
事
業
に
併
せ

て
、
バ
ス
運
賃
の
助
成
を
し
て

い
ま
す
。

▲ICカード

▲乗車パス

バス利用者状況 公
共
交
通
に
関
す
る
お
知
ら
せ

公
共
交
通
に
関
す
る
お
知
ら
せ

公
共
交
通
に
関
す
る
お
知
ら
せ

月平均･1日当たり利用者数(人)
400.0

350.0

300.0

250.0

200.0

150.0

100.0

334.2339.9

96.5

20.220.0

56.455.6

92.7

76.9 76.5

50.0

 路線バス
 （大和線）

 路線バス
 （大屋線）

 路線バス
（加美中線）

直行バス巡回バス
0.0

H24.10月~H25.2月
路線バス計 41,618人
コミバス計 17,424人

H25.10月~H26.2月
路線バス計 41,139人
コミバス計 16,811人 　

バ
ス
利
用
の
際
、
役
場
で
発

行
す
る
乗
車
パ
ス
を
提
示
す
る

と
、
多
可
町
〜
西
脇
市（
加
西

市
）ま
で
3
0
0
円（
大
人
）で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
乗
車
パ
ス
の
代
わ
り
に
、

小
銭
を
持
た
ず
に
チ
ャ
ー
ジ
が

で
き
る
多
可
町
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
も

取
得
で
き
ま
す
。

簡
易
耐
震
診
断
推
進
事
業

　

こ
の
事
業
は
、
所
有
者
が
費

用
の
一
割
を
負
担
す
る
こ
と
で

町
が
耐
震
診
断
技
術
者
を
派
遣

し
て
住
宅
の
簡
易
的
な
耐
震
診

断
を
行
う
も
の
で
す
。
町
で
は
、

住
宅
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
た

め
、
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

診
断
を
希
望
す
る
人
は
、
住

民
課
住
宅
政
策
室
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
対
象
条
件

•
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に

　

着
工
し
た
戸
建
住
宅
な
ど

※
た
だ
し
、
住
宅
部
分
が
2
分

の
1
以
下
の
併
用
住
宅
、
ツ

ー
バ
イ
フ
ォ
ー
工
法
な
ど
に

よ
る
枠
組
壁
工
法
、
プ
レ
ハ

ブ
住
宅
、
丸
太
組
工
法
な
ど

の
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

■
費　

用

①
木
造
戸
建
住
宅

　

3
0
，0
0
0
円
／
棟

　
（
本
人
負
担
3
，0
0
0
円
）

②
非
木
造
戸
建
住
宅

　

6
0
，0
0
0
円
／
棟

　
（
本
人
負
担
6
，0
0
0
円
）

※
建
物
の
用
途
や
構
造
に
よ
り

費
用
が
異
な
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
申
込
者　

　

原
則
と
し
て
住
宅
所
有
者

■
必
要
書
類

•
印
鑑（
認
め
印
）

•
建
築
年
度
の
分
か
る
書
類

　
（
建
築
確
認
申
請
書
、
登
記
簿

　

な
ど
）

•
付
近
見
取
り
図

■
申
込
期
限

　

平
成
27
年
１
月
30
日（
金
）

■
問
合
先

　

住
民
課（
住
宅
政
策
室
）

　

☎（
32
）4
7
7
6

◉
わ
が
家
の
耐
震
改
修
促
進
事
業

　

県
で
は
、
平
成
27
年
度
の
住

宅
耐
震
化
率
の
目
標
を
97
％
と

設
定
し
、
こ
の
目
標
を
実
現
す

る
た
め
の
一
つ
の
施
策
と
し
て

「
わ
が
家
の
耐
震
改
修
促
進
事

業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

住
宅
耐
震
改
修
計
画
策
定
費

や
住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
に
対

し
て
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
耐
震
改
修
を
検
討
す
る
際

の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

　

県
土
整
備
部
住
宅
建
築
局
建

　

築
指
導
課

　

☎
0
7
8（
3
6
2
）4
3
4
0

　

平
成
25
年
度
は
、
2
0
7
万

円（
41
件
）の
応
援
寄
付
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■
問
合
先　

地
域
振
興
課

　

☎（
32
）4
7
7
9

 

ふ
る
さ
と
も
頑
張
っ
て
い
る

　
　

あ
な
た
の
思
い
を
生
か
し
ま
す

ふ
る
さ
と
多
可
町
応
援
寄
付
金    

〜
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た
〜

スポーツ振興事業

杉原紙事業

喜寿敬老会

ふるさと産業展

合　計

なつかしふるさと応援コース

あったかふるさと応援コース

いきいきふるさと応援コース

おまかせ応援コース

合　計

9件

3件

5件

24件

41件

500,000円

500,000円

570,000円

500,000円

2,070,000円

345,000円

115,000円

175,000円

1,435,000円

2,070,000円

平成25年度の寄付状況平成26年度の寄付使途（予定）

2014. 5月号　広報たか 182014. 5月号　広報たか19

問
地
域
振
興
課

☎（
32
）4
7
7
9

問
地
域
振
興
課

☎（
32
）4
7
7
9



日 時　間 内　容 参加費など

3
日

（土・祝）

6
日

（火・祝）

5
日

（月・祝）

4
日

（日・祝）

10
日
（土）

31
日
（土）

25
日
（日）

24
日
（土）

17
日
（土）

11
日
（日）

9:30～

13:30～

9:30～

9:30～

9:30～

13:30～

9:30～

9:30～

9:30～

七宝焼き教室
～世界にひとつだけのアクセサリー♪～
講師：蔵本繁子さん

古代の大刀（たち）作り
～古墳時代の大刀を再現しよう！～

裂織（さきおり）体験教室
～古布で作るすてきなコースター♪～

勾玉ストラップ作り
～自分だけのオリジナルストラップ♪～

素焼きのお地蔵さん作り（ 2回目）
～ミニチュア地蔵を作ろう！～

勾玉と鹿角のマジカルネックレス作り
～みがいて作る鹿角アクセサリー♪～

素焼きのかぶと作り（ 2回目）
～オリジナルのかぶとを作ろう！～

ミニぞうりストラップ作り
～伝統の技を学ぼう！～

デコ勾玉作り
～キラリと光るデコレーション♪～

親子で発掘体験
～考古学博士への第一歩！～

縄文クッキング
～どんぐり粉でクッキーを作ろう！～
勾玉作り
～古代のマジカルアクセサリー♪～

東山古墳群めぐり
～多可町の歴史を学ぼう！～
多可ふれあいボランティアガイド

参加費：300円

4月 6日の参加者対象

参加費：350円

参加費：150~200円

参加費：150円

参加費：300円

参加費：300円

参加費：無料

参加費：200円
小学生以上対象

参加費：150円
材料費：500円～

参加費：100円
小学 2年生以下保護者同伴

参加費：350円
持ち物：エプロン・三角巾

10:00集合

9:30～

9:30～

日 時 間 場 所内 容 参加費など

24
日
（土）

10
日
（土）

10
日
（土）

10:00
～
12:00

9:00
～
11:30

子ども教室
「緑の中で飛ばして遊ぼう」
ゴムカタパルトハガキ飛行機

工作「紙工作」
参加費：130円
対象者；小学生
定　員：15人
持ち物：はさみ

中児童館

おもしろ科学教室
「ジャイロを作って飛ばそう！」

参加費：100円
対象者；小学生
定　員： 5人

参加費：30円
対象者：幼児・小学生
※幼児は保護者同伴
持ち物：はさみ・水筒
　　　　タオル

エーデルささ
ゆり芝生広場

みなみ児童館

9:30～

ホームページ http://www.library.taka.hyogo.jp/

児童館

子どもひろば
ホームページ http://takacho.tokyo.r‐cms.jp/jidoukan/

子育てふれあい

活動あれこれ
ホームページ http://www.town.taka.lg.jp/kosodate/ホームページ http://www.town.taka.lg.jp/nakafureai/

那珂ふれあい館
5月の体験イベント

（すべて要予約）

　対象のお子さん（ 0～ 5 歳児）とその家族は、いつでも
自由に遊びに来ることができます。広々とした空間の中
で、いっぱい遊んだり、情報交換したりする場としてご
利用ください。

開設日

開設場所

※詳細は、各児童館へお問い合わせください。

◉ 5月行事予定

自由解放の開設が変わりました！

子育てふれあいセンター
（キッズランドやちよ南側）

月～金曜日（祝日除く）　　　午前 9時～午後 3時
土曜日（月 2回）　　　　　　午前 9時～午後 3時
※土曜日の開放日については、「にこにこ通信」で
　ご確認ください。

問中児童館
　☎/FAX（32）4328
  みなみ児童館
　☎/FAX（35）1420

問子育て
　　ふれあいセンター
　☎（37）2525

問那珂ふれあい館
   ☎（32）0685
　FAX（30）2730

図書館通信

BOOK GUIDE

兵庫県指定文化財
岩座神のスギ（千本杉）
　岩座神の千ヶ峰登山口に自
生する大杉。昭和47年 3 月24
日に県指定文化財に指定され
ています。名前のとおり、幹
が多岐に分かれて、ほうきを
逆さまにしたような珍しい形
状で「千本杉」として親しまれ
ています。
　樹齢は不明。樹高約14ｍ、
幹周長約 3 ｍをはかり、決し
て巨木ではありませんが、こ
のような特異な形状の杉は全国的にも珍しく、貴重な存
在となっています。

　突然、大病を患い余命宣告
を受けた母のため、父と二人
の息子たちは戸惑いながらも
奔走を始める。そんな中、彼
らの抱えてきた問題が次々と
あらわになる。しかし、彼ら
は大切な人の生死に向き合う

ことで、不器用ながらも懸命にその命を守ろうと決意
する。現代社会における家族の在り方を問う傑作長編。

◉おはなし会　
　と　き　 5月10日（土）
              24日（土）
　　　　　午前10時30分～
　ところ　おはなしの部屋
※ 5月10日はパネルシアターなど、いつもとは違った
　特別おはなし会を開催します。

◉図書館に新しい雑誌が入りました！
•日経ＰＣ21
•ＭＯＥ（モエ）
•eclat（エクラ）
※雑誌もほかの本と同様　　　　　　　　　　　　　
　に貸出（最新刊は除く）　　　　　　　　　　　　　
　や予約ができます。

◉図書館まつり　
　と　き　 6月 7日（土）
  ところ　多可町図書館
　内　容　リサイクル広場・児童おはなし会・布絵本
　　　　　の展示・特産品販売・ミニ縁日など

【本のリサイクル広場】
　図書館まつりでは、本の“リサイクル広場”を予定
しています。「もう読まないけれど、捨てるのはもっ
たいない。」という本があれば、図書館へお持ちくださ
い。
　受付期間　 5月15日（木）～31日（土）
※保管場所の都合上、期間内に搬入をお願いします。

【お知らせ】

　　　　　　『ぼくたちの家族』
早見和真／著　幻冬舎

多可町の文化財紹介　その13

ホームページ http://takacho.tokyo.r-cms.jp/verde/

ベルディーだより

EVENT GUIDE

問ベルディーホール
　☎（32）1300
　FAX（32）4060

'14ベルディーホール住民企画自主公演事業 好評発売中

月亭方正・笑福亭瓶二　落語二人会
5 月25日（日）※小ホール
　開演：午後 2時
（開場：午後 1時30分）
◆チケット料金【全席自由】　
※当日500円増
  一般 1,500円　高校生以下　800円
　出演：月亭方正、笑福亭瓶二（多可町出身）

'14ベルディーホール住民企画自主公演事業 好評発売中

ベルディー・ジャズ・ライブ「赤坂由香利トリオ」
5 月17日（土）※小ホール
　開演：午後 7時
（開場：午後 6時）
◆チケット料金【全席自由】　
※当日500円増
　一般　2,500円　高校生以下　1,500円
　出演：赤坂由香利、魚谷のぶまさ、田中ヒロシ

'14多可高校鑑賞事業 ご案内

演劇　メッセージ－時代をかけぬけて－
7 月16日（水）
　開演：午後 2時
（開場：午後 1時30分）
◆チケット料金【全席自由】　
　※当日500円増
  一般 2,000円　高校生以下　1,500円
　出演：劇団アルファー
◆友の会前売開始　 5 月17日（土）
◆一般前売開始　5 月24日（土）

'14ベルディーホール住民企画自主公演事業 発売開始

関西フィルハーモニー管弦楽団と歌おう
7 月 6 日（日）
　開演：午後 3時
（開場：午後 2時30分）
◆チケット料金【全席自由】　
　※当日500円増
  一般 2,000円　高校生以下　1,000円
　出演：公募合唱団、関西フィルハーモニー管弦楽団
◆友の会前売開始　 5 月10日（土）
◆一般前売開始　5 月17日（土）

「第 2回こどもまつり」（旧児童館まつり）
～あそびわくわく　ふれあいどんどん～

と　き： 5月 3日（土・祝）
ところ：中央公園（雨天時：北アリーナ）
参加費：200円（おまつり券10枚セット代）
対象者：乳幼児・小中学生・高校生とその家族
内　容：子どものための縁日
　　　　•紙しばい　阿部元則さん（伝承師）
　　　　•食べ物、もの作り、遊び各種

所在地

加美区

加美区

篠山市安田

宍粟市千種

宍粟市安富町

宍粟市山崎町

養父市関宮町
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名称

青玉神社の大杉 7本

岩座神のスギ（千本杉）1本

安田の大スギ 1本

中宮神社の大スギ 1本

水尾神社のスギ 1本

岩上神社の夫婦杉 1本

大久保の大スギ 1本
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問多可町図書館☎（32）5170
　加美図書室☎（35）0080
　八千代図書室☎（37）0250

今月おすすめの 1冊

`



問い合わせ先

くく
ら
し
の

情
報
館

☎（32）2380
☎（32）4775
☎（32）2382
☎（32）2381
☎（32）4779
☎（32）2386
☎（32）2383
☎（32）4776
☎（32）4777
☎（32）2388
☎（32）2389

☎（32）5122    
☎（32）5151
☎（30）2525

☎（30）0855
☎（32）2815

☎（35）0080
☎（37）0250

☎（32）2384
☎（30）2101
☎（32）2385

☎（32）1250

☎（32）1389
☎（35）1001
☎（36）0080
☎（35）1600
☎（32）4328
☎（35）1420
☎（36）0212
☎（35）0029
☎（37）20１0

【多可町役場】
代 表
議 会 事 務 局
総 務 課
プロジェクト推進課
地 域 振 興 課
税 務 課
住 民 課
（住宅政策室）
生 活 安 全 課
産 業 振 興 課
会 計 課
【 ア ス パ ル 】
生 涯 学 習 課
健 康 福 祉 課
地域包括支援センター
【建設・上下水】
建 設 課
上 下 水 道 課
【コミュニティプラザ】
加 美 プ ラ ザ
八千代プラザ
【教育委員会】
教 育 総 務 課
学校給食センター
こども未来課
【 公 民 館 】
中 央 公 民 館
（青少年育成センター）
【その他の施設】
中ふれあいセンター・隣保館
たかテレビ局
杉原紙研究所
交 流 会 館
中 児 童 館
みなみ児童館
杉原谷診療所
松井庄診療所
八千代診療所

催　

し

◉
多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

ツ
ア
ー

　
「
多
可
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
ツ

ア
ー
2
0
1
4
」の
庭
巡
り
を
し

ま
せ
ん
か
。
花
作
り
が
好
き
な

人
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と　

き　

5
月
15
日（
木
）

　

20
日（
火
）・
22
日（
木
）

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
ご
ろ

コ
ー
ス　

未
定

集
合
場
所　
ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

参
加
費　

2
，0
0
0
円（
昼
食
付
）

定　

員　

各
25
人

申
込
開
始
日　

5
月
7
日（
水
）

　

午
前
9
時
〜
電
話
受
付
の
み

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切

　

り
ま
す
。

申
込
・
問
合
先　

観
光
交
流
協

　

会（
地
域
振
興
課
内
）

　

☎（
32
）4
7
7
9

◉
ダ
ニ
に
ご
注
意
を
！

　　

国
内
で
ダ
ニ
が
媒
介
と
な
る

「
※
重
症
熱
性
血
小
板
減
少
症
候

群
」の
症
例
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
ニ
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て

盛
ん
に
活
動
し
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
森
林
や
草
地
な
ど

へ
入
る
と
き
は
長
袖
、
長
ズ
ボ

ン
を
着
用
す
る
な
ど
皮
膚
の
露

出
が
少
な
い
服
装
を
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。

　

も
し
ダ
ニ
に
か
ま
れ
た
と
き

は
、
無
理
に
取
り
除
い
た
り
せ

ず
、
皮
膚
科
医
師
に
取
り
除
い

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
感
染
症
の
初
期
症
状（
発

熱
、
倦
怠
感
、
食
欲
低
下
、
下

痢
、
腹
痛
等
）が
現
れ
た
場
合
は
、

医
療
機
関
で
処
置
、
治
療
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

※
6
日
〜
2
週
間
の
潜
伏
期
を

　

経
て
、
発
熱
、
下
痢
、
嘔
吐
、

　

腹
痛
、
頭
痛
、
リ
ン
パ
腫
脹
、

　

咽
頭
痛
、
下
血
な
ど
の
症
状

　

を
伴
う
感
染
症

問
合
先　

産
業
振
興
課

　

☎（
32
）2
3
8
8

◉
Ｖ
Ｏ
Ｃ
舞
台
・
照
明
研
修

　

舞
台
の
裏
方
と
し
て
の
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。
実
際
に
演

劇
を
見
な
が
ら
、
舞
台
・
照
明

技
術
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

5
月
11
日（
日
）

　

午
後
１
〜
5
時

と
こ
ろ　

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

　

大
ホ
ー
ル

講　

師　

【
舞　

台
】

　

Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｕ　

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ｅ

 

主
宰 

松
本 

匠
さ
ん

【
照　

明
】

　
（
株
）ア
ス
テ
ッ
ク

　

青
木
大
輔
さ
ん

協　

力　

劇
団
シ
ー
ブ
ほ
か

問
合
先　

ベ
ル
デ
ィ
ー
ホ
ー
ル

　

☎（
32
）1
3
0
0　

　

◉
臨
時
職
員
の
登
録
募
集

　

町
内
の
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
・
保

育
所
・
幼
稚
園
・
学
童
保
育
な

ど
が
保
育
士
の
臨
時
職
員
を
採

用
す
る
場
合
に
、
登
録
者
を
優

先
的
に
採
用
し
ま
す
。

対
象
職
種　

•
保
育
士

•
幼
稚
園
教
諭

•
学
童
保
育
指
導
員

•
調
理
師

登
録
条
件　

　

そ
れ
ぞ
れ
の
資
格
を
持
っ
て
い

る
人

※
学
童
保
育
指
導
員
は
資
格
不
要

そ
の
他　

　

募
集
要
項
・
登
録
申
請
書
は
、

教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
教
育
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

こ
ど
も
未
来
課

　

☎（
32
）2
3
8
5

◉
い
ず
み
会
リ
ー
ダ
ー
養
成

講
座

　　

子
育
て
や
仕
事
が
落
ち
着
き
、

少
し
自
由
に
な
る
時
間
が
で
き

た
あ
な
た
。
食
事
・
運
動
・
休

養
な
ど
健
康
に
つ
い
て
み
ん
な

で
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

全
14
回

　
（
6
〜
12
月
の
原
則
第
1
・
3

 

水
曜
日
の
午
前
中
）

と
こ
ろ　

社
総
合
庁
舎

対
象
者　

　

家
庭
と
地
域
の
健
康
づ
く
り

に
実
践
意
欲
の
あ
る
人

※
性
別
・
年
齢
不
問

参
加
費　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
、
調
理
実
習
費

　

な
ど
は
自
己
負
担

定　

員　

20
人

申
込
期
限　

5
月
23
日（
金
）

問
合
先　

健
康
福
祉
課

　

☎（
32
）5
1
5
1

◉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

　

町
に
は
1
5
5
人（
１
月
末
現

在
）の
外
国
人
が
暮
ら
し
て
お
り
、

そ
の
中
に
は
日
本
語
学
習
を
必

要
と
し
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

　

日
本
語
学
習
を
支
援
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
実

施
し
、
そ
の
修
了
者
を
中
心
に

日
本
語
教
室
開
設
の
準
備
を
進

め
ま
す
。

と　

き　

 

5
月
24
日（
土
）・
31
日（
土
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
5
時

　
（
午
後
12
〜
１
時
昼
休
憩
）

と
こ
ろ　

ア
ス
パ
ル
研
修
室

対
象
者　

　

外
国
人
に
日
本
語
を
教
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す

る
人

参
加
費　

無
料

問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

☎（
32
）5
1
2
2住宅用火災警報器の設置

多可消防署発 ●問合先　多可消防署
☎（32）0119

消防通信 vol.99
　住宅火災による死者の減少を目的として、新築
住宅は平成18年6月1日から、またそれ以前に建
てられた住宅については、平成23年6月1日から
住宅用火災警報器の設置が義務化されています。
　「大切な家族とご自身のために」住宅用火災警報
器を早期に設置しましょう。

【住宅用火災警報器の取付け場所】
•寝室として使用している部屋
※寝室が 2 階以上にある場合は、階段の上端にも
　設置する必要があります。

　購入する際は、日本消防検定協
会の鑑定合格証（ＮＳマーク）が付
いているものを選びましょう。

◉悪質商法に注意!!
　高額な住宅用火災警報器を売りつけられる事案
が発生しています。住宅用火災警報器は、1個3,0
00～5,000円程度です。お近くの家電販売店、大
型スーパー、ホームセンター等で手軽に購入でき
ますので、悪質商法には十分気をつけてください。

募　

集

         町営 住宅の 入居者募集         町営 住宅の 入居者募集         町営 住宅の 入居者募集

【普通町営住宅】
申込み　 5 月15日（木）午後 5時まで
対　象　所得金額（政令月収）が158,000円以下（裁
量階層世帯［＊］の場合214,000円以下）の世帯
募　集
•中区中村町団地　1戸（Ｈ14建/RC4/3LDK）
　入居者負担月額21,700～32,300円［＊42,600円］
•加美区大袋北カイチ団地　2戸（Ｈ15建/木2/3LDK）
　入居者負担月額20,900～31,200円［＊41,100円］
•加美区寺内団地Ⅱ棟　1戸（Ｈ6建/準耐火3/3LDK）
　入居者負担月額17,400～25,900円［＊34,200円］
•八千代区中村団地　1戸（Ｈ9建/木平/2DK）
　入居者負担月額11,900～17,700円［＊23,300円］
•八千代区野田団地　1戸（Ｈ17建/木2/2LDK）
　入居者負担月額20,100～30,000円［＊39,500円］

【子育て世帯・若者世帯向け町営住宅】
【特別賃貸町営住宅】
申込み　常時受付中
対　象　所得金額（政令月収）が158,001円以上487
,000円以下の世帯
募　集　詳しくはお問い合わせください。

※入居要件や必要書類、選考方法などは詳しくは
お問い合わせください。
※普通町営住宅の入居可能日は 6 月下旬の予定で
すが、都合により前後することがあります。
※常時受付分は、書類審査後約１カ月で入居でき
ます。
※大袋北カイチ団地はオール電化住宅のため、入
居の際にＩＨクッキングヒーターが必要となり
ます。

問合先　住民課（住宅政策室）
　☎（32）4776

　北近畿豊岡自動車道・遠阪トンネル通行止め

①全面通行止め
区　間　山東IC～青垣IC
期　間　 5月19日（月）～ 6月 6日（金）
迂回路　国道 9号・播但連絡道路
②夜間片側交互通行
区　間　遠阪トンネル
期　間　 5月 8日（木）～16日（金）
問合先　兵庫県道路公社　☎078(232)9636　

お
知
ら
せ
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心配ごと相談

身体障がい者相談・知的障がい者相談・精神障がい者相談 西脇多可休日急患センター
当直勤務

母子保健事業と健康づくり事業

母子保健事業

母子健康手帳交付
と

妊婦健康相談

2歳児育児教室

乳幼児育児相談

4か月児健診

10か月児育児教室

1歳 6か月児健診

ふれあい遊びの教室

健康づくり事業

一般健康相談（保健師・栄養士）

栄養相談（病態別）

あすなろ教室

こころの相談

メンタルヘルス相談

こころのケア相談

アルコール問題相談

思春期・ひきこもり相談

月　日

5 月 7 日（水）

5月23日（金）

6月 5日（木）

5月 1日（木）

5月 7日（水）

5月16日（金）

5月28日（水）

5月20日（火）

5月22日（木）

月　日

5 月13日（火）

5月19日（月）

5月15日（木）

5月20日（火）

5月16日（金）

5月21日（水）

 5 月23日（金）

5月15日（木）

 6 月10日（火）

 5 月 8 日（木）

時　間

15：30～17：00

8：45～10：30

15：30～17：00

9：30～10：00受付

9：30～11：10受付

13：00～14：00受付

9：30～10：00受付

13：00～13：45受付

9：30～11：30

時　間

9：30～11：30

9：00～16：00

13：30～15：30

9：30～15：30

13:30～16:00

13：15～

場　所

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

アスパル

場　所

アスパル

アスパル

アスパル

交流会館

八千代プラザ

八千代プラザ

西脇市役所

加東健康福祉事務所

対象など

対　象：町内に住所を有する妊婦
持ち物：妊娠届出書・印鑑

Ｈ24年 2 月 1 日～ 3月31日生まれ

自由参加

平成26年 1 月生まれ

Ｈ25年 7 月10～31日生まれ

Ｈ24年9月1日～ 10月31日生まれ

持ち物：お茶・出席カード（要申込）

備　考

栄養相談は要予約

1週間前までに要予約

要予約

要予約

要予約
（加東健康福祉事務所まで）

※妊婦健康診査費助成の手続き
も行います。

問健康福祉課　☎（32）5151

問加東健康福祉事務所地域保健課　☎（42）5111

と　き

5 月 4 日（日）

5月11日（日）

5月18日（日）

5月25日（日）

担当の先生

河原　　淳　先生

近藤　行男 先生

上田　正生 先生

伊藤　通男 先生

診察日　　日曜日
診察時間　 9：00～17：00
ところ　　西脇病院救急外来室
•病状やけがの様子など、電話であらかじめご
　連絡ください。
•電話が混み合いご迷惑をお掛けしますが、し
　ばらくしてからお掛け直しください。

※西脇市可郡医師会の先生が交代で、入院を必
　要としない内科系の軽症患者の診察を行いま
　す。

問健康福祉課　☎（32）5151

【身体障がい者・知的障がい者相談】
6 月 2 日（月）　
  13：00～16：00　アスパル　
　小谷隆亮・西田義孝・吉崎敏郎
【身体障がい者相談】
6 月10日（火）
　13：30～16：00　加美プラザ
　藤村正幸・藤本　進
6月 4日（水）
　13：30～16：00　ささゆりふれあいセンター
　植山八郎・門脇昌弘

問西脇多可休日急患センター　☎（23）5380

と　き
6 月 5 日（木）
9：00～正午
6月10日（火）
9：00～正午
6月18日（水）
13：30～15：30

ところ

アスパル

加美プラザ

ささゆりふれあい
センター

民生委員
眞鍋良子
藤原惠美
北嶋　正
髙木俊博
吉位隆治
小林泰子

※ 5月は合同相談を行います。
　 5月 9日（金）　13：00～15：00

※ 5 月は合同相談を行います。
　 5月 9日（金）　13：00～15：00

問社会福祉協議会
　☎（32）3425

問消費生活
センター
☎（32）4777

消費生活・
多重債務相談

問多可町青少年
育成センター
☎（32）3423

多可っ子
悩み相談
と　き　毎週月～金曜日（祝日は除く）
　　　　9：00～16：00
相談内容
　『児童・生徒の悩みや子どもの教
育に関する悩み全般』

　症状への対応方法などについての助言や適切な
受診医療機関の紹介を行います。
相談時間　18：00～22：00（年末年始・祝日を除く）

☎ 0794（62）1371
兵庫県小児救急医療電
話相談でも、相談を受
け付けています。
※プッシュ回線・携帯電話の方は
　☎♯8000番
※ダイヤル回線・IP電
話は☎078（731）8899

【専門相談員による相談】　※要予約
と　き　毎週火・金曜日
　　　　10：00～正午、13：00～16：00
ところ　多可町役場
【職員による相談】
と　き　随時　ところ　多可町役場
※受付は、いずれも生活安全課で行います。
※月・水・木は、西脇市役所☎(22)3111でも相談できます。

ケン助くん（健康づくりキャラクター）

毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」
毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」
毎月19日は食育の日
「朝ごはん　家族楽しく　いただきます！」

障害者相談支援センター
　☎（32）5180　FAX(32)1937
　
ところ　アスパル
と　き　9：00～ 17：00
（火・木・金曜日）
　医療福祉センターのぎく相談員
（月・水曜日）
　白ゆり会相談員

北播磨小児救急医療電話相談センター

問近畿税理士会
西脇支部
☎（32）2540

税の
無料相談
近畿税理士会の税理士が税に関する
相談に応じます。
と　き　 5月 8日（木）
　　　　13：00～16：00
ところ　多可町役場・加美プラザ
　　　　八千代プラザ

と　き　 5月 9日（金）13：00～15：00

ところ　アスパル　

問健康福祉課☎（32）5151
総務課☎（32）2382合同相談

人権擁護委員

行政相談員
民生委員
身体障がい者相談員

人権擁護委員

民生委員
身体障がい者相談員

人権擁護委員

行政相談員
民生委員
身体障がい者相談員

藤井良夫
岸本小夜子
高橋雅子
大山昌子
三村嘉昭
小谷隆亮

大江　保
棚倉初枝
深田一雄
藤本　進

近藤寛隆
安藤和志
門脇教蔵
森位　道
門脇昌弘

ところ　加美プラザ

ところ　八千代プラザ

※6 月の人権相談は 2 日（月）を予定してい
　ます。

人権相談は10：00～正午も実施

お
知
ら
せ

【
自
動
車
税
】　

　

お
近
く
の
銀
行
・
農
協
な
ど

の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
ま
た
は
県

税
事
務
所
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

問
合
先　

加
東
県
税
事
務
所

　

☎（
42
）9
3
3
1

【
軽
自
動
車
税
】

　

会
計
課
・
加
美
プ
ラ
ザ
・
八

千
代
プ
ラ
ザ
・
お
近
く
の
金
融

機
関
な
ど
に
加
え
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
で
き

ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
は
、
曜
日
や
時
間
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
納
付
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
口
座
振
替
の
申
し
込

み
を
さ
れ
て
い
る
人
は
、
6

月
2
日（
月
）に
口
座
振
替
を

し
ま
す
。

問
合
先　

税
務
課

　

☎（
32
）2
3
8
6

◉
自
動
車
税
・
軽
自
動
車

税
の
納
付
は
6
月
2
日

（
月
）ま
で
に 　
　
　

　

現
在
、
小
児
慢
性
特
定
疾
患

医
療
受
給
者
証
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
で
、
8
月
1
日
以
降

も
引
き
続
き
交
付
を
希
望
す
る

人
は
、
更
新
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

満
20
歳
未
満
の
人（
8
月
1
日

時
点
）で
引
き
続
き
一
定
の
医
学

的
基
準
を
満
た
す
人

※
詳
し
く
は
主
治
医
に
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

受
付
日
時　

　

5
月
1
日（
木
）

　
　
　
　
　

〜
6
月
30
日（
月
）

　

午
前
9
時
〜
正
午
、
午
後
1
〜
5
時

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

受
給
者
証
有
効
期
間（
更
新
）

　
8
月
１
日（
金
）〜
12
月
31
日（
水
）

提
出
書
類

•
更
新
申
請
書

•
医
療
意
見
書（
診
断
書
）

•
世
帯
全
員
の
住
民
票

•
健
康
保
険
証
•
印
鑑　

な
ど

※
申
請
書
類
は
、
対
象
者
に
郵

　

送
し
て
い
ま
す
。

問
合
先　

加
東
健
康
福
祉
事
務

　

所
地
域
保
健
課

　

☎（
42
）5
1
1
1

2014. 5月号　広報たか 2425 2014. 5月号　広報たか

◉
小
児
慢
性
特
定
疾
患「
医

療
受
給
者
証
」の
更
新

◉
所
得
証
明
書
お
よ
び
課

税
証
明
書
の
発
行　
　

　

平
成
26
年
度
の
所
得
証
明
書

お
よ
び
課
税
証
明
書
は
、
次
の

日
か
ら
発
行
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

町
県
民
税
の
納
付
方
法
に
よ

り
、
発
行
開
始
日
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
先　

税
務
課

　

☎（
32
）2
3
8
6

発行開始日

5月16日（金）

6月16日（月）

6月16日（月）

納付方法

給与特別徴収
給与から天引きされ納付している人

普通徴収
口座振替・納付書により納付している人

年金特別徴収
年金から天引きされ納付している人



広　

告

広　

告
ＨＰ  http://takemoto.tkcnf.com

◉ 社会保険労務士とのタイアップで
　       労務・社会保険・年金相談にも対応

◉ 税金や帳簿作成等でお困りの方は

多可郡多可町中区鍛冶屋423－6

0795（32）1477･0795（38）7011TEL

たけもと社労士事務所

竹本博文税理士事務所

※「は～とふるSHOP」…みどりの家み、開拓松葉園○、あすなろの郷あ、白ゆり会
○がアスパルで運営するお店です。

松
白

1 日（木）

2 日（金）

3日（土）

4 日（日）

5 日（月）

6 日（火）

7 日（水）

8 日（木）

9 日（金）

10日（土）

11日（日）

12日（月）

13日（火）

14日（水）

15日（木）

16日（金）

17日（土）

18日（日）

19日（月）

20日（火）

21日（水）

22日（木）

23日（金）

24日（土）

25日（日）

26日（月）

27日（火）

28日（水）

29日（木）

30日（金）

31日（土）

■
町
へ
の
寄
付

【
町　

内
】

マ
イ
ス
タ
ー
工
房
八
千
代
ス
タ
ッ
フ
一
同

【
町　

外
】

生
命
の
貯
蓄
体
操
普
及
会
西
脇
多
可
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡
サ
カ
エ
さ
ん

み
ん
な
の

善
意

3
月
1
日
〜
31
日

【
八
千
代
区
】

【
中　

区
】

【
加
美
区
】

集
落

安
楽
田

東
安
田

中
安
田

中
村
町

糀

屋

世
帯
主

樹
雄

知
典

雅
則

貢
司

則
明

　

本　

人　

清
水
と
み
子

宮
崎
義
次

藤
原
淳
市

細
田
幸
男

後
藤
や
す
こ

お
く
や
み

3
月
1
日
〜
31
日
届
出
（
敬
称
略
）

901078884102

中
安
田

鍛
冶
屋

安
楽
田

中
村
町

清

水

棚

釜

清

水
轟

棚

釜

清

水

的

場

豊

部

豊

部

観
音
寺

大

屋

利
一

　

一
鞘
子

高
志

本
人

直
哉

亘
弘
嗣

雅
己

絹
子

本
人

本
人

勉
武
志

順
治

　
伊
藤
鉄
治

吉
田
節
子

竹
尾
つ
ね

眞
鍋
美
智
代

山
口
茂
昌

谷
尾　

明

足
立
嘉
市

吉
川
宗
市

溝
垣
し
づ
ゑ

山
口
う
め
の

梨
木
幸
男

藤
原
康
正

寺
尾
す
み
子

永
井
克
武

市
位
一
馬

5月5月5月
※ 4月11日現在で確認できた行事などを掲載しています。
※本誌記事内で取り上げた行事については割愛しています。

お
め
で
た

3
月
1
日
〜
31
日
届
出
（
敬
称
略
）

【
中　

区
】

高弘
義孝
重太郎

【
加
美
区
】

【
中　

区
】　

本　

人

桑
村
明
奈

竹
西
こ
ひ
な

集

落

糀

屋

安
楽
田

保
護
者

泰
岳

賢
一
郎

は
る
な

藤
原
直
太
郎

藤
田
尚
希

藤
田
芙
希

石　

紫
織

小
林
由
季

宮
崎
こ
は
る

荒
木
快

門

村

大

袋

大

袋

山
野
部

寺

内

下
野
間

下
三
原

誠
雅
喜

雅
喜

功
二

史
尚

禎

也

隼

平

【
八
千
代
区
】

し
お
り

ふ

き

ひ
さ
き

ゆ
う
き

な
お
た
ろ
う

か
い
と

お
知
ら
せ

多可学園　開講式
と　き　 5 月23日（金）　
　【受付】午前 9時30分～【開式】午前10時
ところ　ベルディーホール　大ホール
記念講演　「音楽療法をエッセンスにして
　　　　　　　～心と体の若返りを図ろう～」
講　師　梅谷　浩子さん
（日本音楽療法士学会認定音楽療法士）

多可町文化財報告23
『多可町の年中行事Ⅰ』刊行
多可町文化財報告23

『多可町の年中行事Ⅰ』刊行
多可町文化財報告23

『多可町の年中行事Ⅰ』刊行

　那珂ふれあい館では、平
成19年から町内の年中行事
の調査を行ってきました。
この度、文化遺産を活かし
た地域活性化事業の補助金
を活用し、その調査成果の
一部をまとめました。
　今回の報告書では、地域
の皆さんに研究成果を還元
することを目的に、現時点
での伝統行事のあり方やそ
れに伴うコミュニティのあ
り方など、その歴史性、伝
統性を記録にとどめていま
す。町内62カ村で行われて
いる伝統行事を掲載してい
るほか、オトウ行事につい
ての考察なども掲載してい
ます。
　本書は那珂ふれあい館で、
1 部1,000円にて頒布してい
ます。
問合先　那珂ふれあい館
　☎（32）0685

93841008478728291101968376666960

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース

多可町
ちょっとした
ニュース

もどこ 室教話会英
ＨAPPY KIDS ENGLISHＨAPPY KIDS ENGLISHＨAPPY KIDS ENGLISH

TEL）０８０－５３１７－１７１５（藤原）
H P）http://happykidsenglish.jp.net
多可郡多可町中区森本

４～６歳　￥４，０００（税込）／月
小学生　　￥４，５００（税込）／月

い ー な い ー な い こ

2回連続の無料体験レッスン受付中♪

ラストチャンス!!

５月末までに
ご入会の方に
限り、教材費
が永年無料!!

◉入会金なし　◉ご兄弟割引あり

◉
ゴ
ル
フ
場
水
質
検
査
の

　

結
果

　　

町
職
員
立
ち
合
い
の
も
と
、

町
内
ゴ
ル
フ
場
の
流
末
水
質
検

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
場
周
辺
の
河
川
で
採

水
し
、
「
ゴ
ル
フ
場
で
使
用
さ

れ
る
水
質
汚
濁
の
防
止
に
係
る

暫
定
指
導
指
針
」
に
基
づ
き
調

査
し
、
専
門
機
関
に
よ
る
分
析

の
結
果
、
す
べ
て
基
準
以
内
の

数
値
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

問
合
先　

生
活
安
全
課

　

☎（
32
）4
7
7
7

デイサービスセンター
パワーリハビリ倶楽部

多可郡多可町中区鍛冶屋846 - 2

リハビリ・マッサージ
のことならおまかせく
ださい。
（介護保険適応）

0795-30-2708
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　あっ!たかニュース　PM5:00～

　加美中学校卒業式（再放送）　PM5:00～

　中町中学校卒業式（再放送）　PM5:00～

　中学校入学式（中・加美・八千代）　PM5:00～

　町内小学校入学式①（中北・中南・八南）
　PM5:00～

●多可町スポーツＤＡＹ「ふるさと新緑ウォーク」
　AM9:00～鳥羽・清水

●多可町青少年補導委員会総会
　PM7:30～中央公民館　大会議室
　キッズランドかみ卒園式/あさか保育園卒園式
　みどり保育園卒園式　PM5:00～

●硬筆　AM9:30～みなみ児童館
●ずこう「ビー玉迷路」　PM1:30～中児童館
●書道　PM1:30～中児童館
　あっ!たかニュース　PM5:00～

　四恩保育所修了式
　あっ!たかＮＡＶＩぷらす（笠形山）　PM5:00～

　公民館講座　落語　八千代寄席　PM5:00～

　H26・各課の取り組み②　PM5:00～

　H26・各課の取り組み①　PM5:00～

　あっ!たかニュース　PM5:00～

　消防操法　ポンプ車（再放送）　PM5:00～

　あっ!たかニュース　PM5:00～

●硬筆　AM9:30～みなみ児童館
●中児であそぼう！　AM10:00～中児童館
●書道　PM1:30～中児童館
　あっ!たかニュース　PM5:00～

●献血　AM10:00～多可町健康福祉センター
●多可学園　開講式　AM10:00～ベルディホール　大ホール
●はーとふるSHOPみ　AM11:30～アスパル
●献血　PM1:30～多可赤十字病院

　消防操法　小型（再放送）　PM5:00～

　町内小学校入学式①（杉小、松井、八北、八西）
　PM5:00～

●はーとふるSHOPみ　AM11:30～アスパル

●はーとふるSHOPあ　AM11:30～アスパル

　キッズランドやちよ卒園式/
　中町幼稚園卒園式　PM5:00～

●はーとふるSHOPみ　AM11:30～アスパル

●はーとふるSHOPあ　AM11:30～アスパル
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•多可町ホームページ　　　　　　•たかTVネット配信　　　　　　　　　　 　•ユーザー名：takabou
　（http://www.town.taka.lg.jp/）　（http://www.town.taka.lg.jp/takatv/）　•パスワード：mimiyori

　　　

人　口　　22,602人 （前月比－55）
男　性　　10,978人 （前月比－30）
女　性　　11,624人 （前月比－25）
世帯数　 　7,542戸

たかテレビ番組表わたしたちの多可町
平成26年 4 月 1 日現在

加入については、たかテレビ局までお問い合わせください。
番組表の確認・照会は、文字放送または
携帯ＱＲコードでご覧ください。
番組更新は、月・火・木・土曜日の午後
5時です。
問合先　たかテレビ局　☎（35）1001
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た
か
103
2014
平成26

ふるさとを守る新しい仲間
声高らかに防火への誓い

ふるさとを守る新しい仲間
声高らかに防火への誓い

キ
ラ
リ
☆
輝
く

多
可
人

き
っ
か
け
は
恩
返
し

大
き
な
庭
じ
ゃ
な
く
て
も
い
い

近
所
の
人
た
ち
の〝
居
場
所
〞と
な
る
よ
う
に

－Vol.99－

　
　
　
　
　
　

さ
ん
（
中
野
間
）

　

町
内
が
色
と
り
ど
り
の
花
々

や
木
々
の
鮮
や
か
な
緑
に
彩
ら

れ
る
こ
の
季
節
。
門
脇
き
み
子

さ
ん
は
、
大
好
き
な
花
た
ち
に

囲
ま
れ
て
庭
作
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

　

門
脇
さ
ん
の
お
宅
は
も
と
も

と
織
物
工
場
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
60
歳
に
な
っ
た
と
き
に
家

族
と
相
談
し
て
工
場
を
辞
め
た

そ
う
で
す
。

　
「
そ
れ
ま
で
周
り
の
人
た
ち
に

助
け
て
も
ら
っ
て
ば
か
り
だ
っ

た
の
で
、
何
か
自
分
に
も
で
き

る
こ
と
が
な
い
か
と
周
辺
を
歩

き
回
っ
て
探
し
ま
し
た
。
そ
ん

な
と
き
、
町
道
沿
い
に
荒
れ
放

題
に
な
っ
て
い
る
場
所
を
見
つ

け
た
ん
で
す
」と
当
時
を
振
り
返

る
門
脇
さ
ん
。

　

友
人
た
ち
と「
花
ぼ
う
し
」と

い
う
団
体
を
結
成
し
、
町
へ
も

働
き
か
け
な
が
ら
手
入
れ
を
続

け
た
結
果
、
町
内
の
花
作
り
の

コ
ン
ク
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
県

や
全
国
で
も
入
賞
す
る
ほ
ど
の

美
し
い
花
壇
へ
と
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て「
花
ぼ
う
し
」の
活
動

を
始
め
て
か
ら
約
半
年
後
、
織

物
工
場
の
跡
地
に
自
分
の
庭
を

作
り
始
め
ま
し
た
。
山
野
草
や

宿
根
草
な
ど
約
1
2
0
種
類
も

の
花
木
が
広
が
る
庭
は
、
葉
の

形
と
色
に
こ
だ
わ
り
、
普
通
な

ら
摘
み
取
っ
て
し
ま
う
雑
草
も

な
る
べ
く
触
ら
ず
、
自
然
の
ま

ま
の
姿
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

庭
作
り
の
ほ
か
に
歌
も
好
き

と
い
う
門
脇
さ
ん
。
お
気
に
入

り
の
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
の
ほ
の
か

な
香
り
に
包
ま
れ
て
、
音
楽
を

聞
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
す
る
時

間
が
と
て
も
癒
や
さ
れ
る
そ
う

で
す
。

　
「
近
所
の
人
に
ブ
ロ
ッ
ク
や
枕

木
を
い
た
だ
い
た
り
、
多
可
オ

ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
で
庭
を
見
に

来
て
く
れ
た
人
と
文
通
を
し
た

り
、
庭
作
り
は
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
と
交
流
が
で
き
ま
す
。
近

所
の
人
た
ち
が
気
軽
に
寄
っ
て

お
茶
を
し
な
が
ら
話
が
で
き
る

…
こ
れ
か
ら
は
そ
ん
な
居
場
所

づ
く
り
が
で
き
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
ね
」と
、
庭
の
花
た
ち
に
負

け
な
い
明
る
い
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
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